
天
皇
即
位
儀
礼
の
始
ま
り
と
神
代
紀
の
成
り
た
ち

中
臣
大
嶋
の
〞
し
ご
と
〝

榎

本

福

寿

一
、
天
武
天
皇
の
諸
事
業
着
手

二
、
天
武
天
皇
の
事
業
を
ひ
き
継
ぐ
持
統
天
皇
の
諸
施
策

三
、
持
統
天
皇
と
中
臣
大
嶋

四
、
天
皇
即
位
儀
礼
の
大
嘗
を
め
ぐ
る
先
行
説

五
、
天
武
天
皇
の
即
位
儀
礼
に
関
連
す
る
記
述
の
検
証

六
、
持
統
天
皇
に
よ
る
即
位
儀
礼
の
ひ
き
継
ぎ
と
中
臣
大
嶋
の
重
用

七
、
中
臣
の
「
天
神
之
寿
詞
」
を
め
ぐ
る
先
行
説

八
、「
天
神
之
寿
詞
」
の
『
令
義
解
』
の
注
と
そ
の
「
神
代
之
古
事
」

九
、
即
位
儀
礼
と
神
話
、
そ
の
古
事
記
偏
重
の
言
説

十
、
神
代
上
第
七
段
の
日
神
系
一
書
、
そ
の
中
臣
と
忌
部

十
一
、
日
神
系
と
天
照
系
と
の
対
応
、
切
り
分
け

十
二
、
第
七
段
を
ひ
き
継
ぐ
第
九
段
、
そ
の
〔
書
一
〕
と
〔
書
二
〕

十
三
、〔
書
二
〕
の
後
半
、
そ
の
天
照
大
神
の
主
導
と
高
皇
産
霊
尊
の
関
与

十
四
、
第
七
段
か
ら
第
九
段
へ
、
二
神
を
中
心
と
し
た
所
伝
間
の
展
開

十
五
、
即
位
儀
礼
に
神
代
紀
を
つ
な
ぐ
中
臣
大
嶋

小
稿
は
、
即
位
儀
礼
と
日
本
書
記
（
神
代
紀
）
と
の
関
連
に

つ
い
て
解
明
を
試
み
る
。
ね
ら
い
は
大
き
く
二
つ
。

天
武
天
皇
の
着
手
し
た
諸
事
業
を
持
統
天
皇
が
ひ
き
継
ぐ
。

こ
の
う
ち
、
律
令
の
制
定
事
業
は
浄
御
原
令
と
し
て
一
応
の
結

実
を
み
る
が
、
こ
の
規
定
に
の
っ
と
り
、
持
統
天
皇
は
即
位
す

る
。
こ
の
即
位
ま
で
の
経
緯
の
分
析
を
通
し
て
、
天
皇
即
位
儀

礼
の
歴
史
上
の
創
始
と
、
こ
れ
に
中
臣
大
嶋
が
大
き
く
関
与
す

る
事
実
を
ま
ず
は
解
明
す
る
。

ま
た
一
方
、
歴
史
書
の
編
纂
事
業
は
、
後
に
日
本
書
記
に
結

実
す
る
。
こ
の
編
纂
と
執
筆
に
関
与
し
た
中
臣
大
嶋
の
遠
祖
が

天
児
屋
命
で
あ
り
、
神
代
紀
は
、
天
石
窟
神
事
や
天
孫
降
臨
に

そ
の
活
躍
を
大
き
く
伝
え
る
。
こ
の
所
伝
の
展
開
を
掘
り
下
げ
、

神
代
紀
の
そ
の
所
伝
が
即
位
儀
礼
の
根
拠
と
し
て
成
り
立
つ
内

実
と
あ
わ
せ
て
、
こ
の
両
者
を
大
嶋
が
つ
な
ぐ
事
実
を
解
明
す

る
こ
と
を
、
も
う
一
つ
の
主
要
な
ね
ら
い
と
す
る
。
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一
、
天
武
天
皇
の
諸
事
業
着
手

天
武
天
皇
の
十
年
は
、
歴
史
の
上
で
も
注
目
す
べ
き
事
象
が
特
に

年
の
始
め
に
集
中
し
て
い
る
。
日
本
書
紀
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
二
月

に
天
皇
、
皇
后
が
大
極
殿
に
親
王
・
諸
王
お
よ
び
諸
臣
を
喚
し
、

「
朕
、
今
更
欲

定

律
令
、
改

法
式

」
と
詔
し
て
律
令
（
浄
御
原

令
）
の
編
纂
を
開
始
し
た
と
つ
た
え
る
。
ま
た
三
月
に
は
、
天
皇
が

同
じ
く
大
極
殿
に
出
御
し
、
川
嶋
皇
子
以
下
二
皇
子
・
四
王
・
六
臣

に
詔
し
て
「
令

記

定
帝
紀
及
上
古
諸
事

」
と
つ
た
え
て
も
い
る
。

律
令
は
、
憲
法
や
法
律
ま
た
行
政
組
織
等
に
関
し
て
そ
の
運
用
に
ま

で
及
ぶ
広
範
な
国
家
体
制
全
般
を
規
定
す
る
。
一
方
、
歴
史
記
述
に

し
て
も
、
た
と
え
ば
「
𥡴

古
以
縄

風
猷
於
既
頽
、
照

今
以
補

典

教
於
欲

絶
」（
古
事
記
序
文
）
な
ど
の
教
化
道
徳
の
基
盤
と
い
っ
た

現
実
的
意
義
を
強
く
も
つ
。

こ
の
律
令
編
纂
と
歴
史
編
述
と
の
二
つ
な
が
ら
、
天
皇
が
統
治
の

柱
と
す
べ
く
一
連
の
関
連
の
基
に
位
置
づ
け
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
ま
た
さ
ら
に
、
こ
の
一
連
の
つ
な
が
り
が
、
十
年
正
月
の

冒
頭
（
二
日
）
に
つ
た
え
る
「
頒

幣
帛
於
諸
神
祇

」
に
及
ぶ
、
と

い
う
よ
り
そ
も
そ
も
こ
の
頒
幣
に
始
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
関
連

上
、
こ
の
正
月
十
九
日
に
「
詔

畿
内
及
諸
国
、
修

理
天
社
地
社
神

宮

」
と
つ
た
え
る
天
神
地
祇
の
神
社
修
理
を
、
そ
れ
は
織
り
込
む

で
あ
ろ
う
。
一
月
以
降
、
ま
さ
に
矢
継
ぎ
早
に
施
策
を
打
ち
出
す
。

も
っ
と
も
、
上
っ
面
を
辿
る
限
り
で
は
、
正
月
始
め
の
頒
幣
、
神

祇
社
の
修
理
、
二
月
の
律
令
編
纂
、
三
月
の
歴
史
編
述
の
そ
れ
ぞ
れ
、

別
個
独
立
し
た
歴
史
の
事
実
で
し
か
な
い
。
明
示
的
に
は
な
ん
ら
関

連
な
い
し
統
一
性
も
伝
え
な
い
け
れ
ど
も
、
翻
っ
て
そ
の
内
実
に
目

を
転
じ
る
と
、
実
は
ど
れ
も
が
後
に
つ
た
え
る
国
家
事
業
に
深
い
か

か
わ
り
を
も
つ
。
こ
れ
ら
事
業
ま
た
行
事
を
遡
れ
ば
、
右
の
一
連
の

展
開
が
、
そ
の
起
源
な
い
し
始
発
と
し
て
相
互
に
関
連
す
る
実
態
が

視
野
に
入
る
。
小
稿
は
、
ま
ず
は
こ
こ
に
着
目
す
る
。

二
、
天
武
天
皇
の
事
業
を
ひ
き
継
ぐ
持
統
天
皇
の
諸
施
策

さ
て
、
そ
の
後
の
国
家
事
業
の
著
し
い
例
の
一
つ
が
、
律
令
編
纂

事
業
と
の
か
か
わ
り
で
あ
る
。
そ
の
成
果
を
、
持
統
天
皇
三
年
六
月

条
に
「
班

賜
諸
司
、
令
一
部
廿
二
巻

」
と
つ
た
え
る
。
翌
四
年
正

月
元
旦
、
持
統
天
皇
は
そ
れ
ま
で
の
称
制
を
廃
し
て
即
位
す
る
。
日

本
書
紀
が
つ
た
え
る
そ
の
記
述
が
、
前
年
施
行
（
実
質
は
周
知
）
し

た
い
わ
ゆ
る
浄
御
原
令
の
即
位
を
規
定
し
た
条
文
に
ほ
ぼ
符
合
す
る
。

両
者
を
つ
き
合
わ
せ
て
次
に
示
す
。

（
持
統
紀
）

四
年
春
正
月
戊
寅
朔
（
一
日
）、
物
部
麻
呂
朝
臣

樹

大
楯
。
神
祇
伯
中
臣
大
嶋
朝
臣
読

天
神
寿
詞
。

畢
、
忌
部
宿
禰
色
夫
知
奉

上
神
璽
剣
鏡
於
皇
后
。

皇
后
即

天
皇
位
。
公
卿
百
僚
、
羅
列
匝
拝
而
拍

手

焉
。
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（
神
祇
令
）

凡
践
祚
之
日
、
中
臣
奏

天
神
之
寿
詞
、
忌
部
上

神
璽
之
鏡
剣
。

右
に
は
、
浄
御
原
令
を
大
宝
令
が
ひ
き
継
ぎ
、
そ
の
条
文
を
ほ
ぼ
養

老
令
（
神
祇
令
第
六
・
13
践
祚
条
）
が
つ
た
え
て
い
る
と
す
る
通
説

（
日
本
思
想
大
系
『
律
令
』「
解
説
」
756
頁
以
下
）
に
従
い
、
こ
の

神
祇
令
践
祚
条
の
規
定
を
引
く
。
中
臣
に
よ
る
天
神
寿
詞
の
奏
上
と

忌
部
に
よ
る
鏡
剣
奉
上
と
い
う
基
本
の
一
致
と
、
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
大
楯
の
樹
立
や
群
臣
の
匝
拝
・
拍
手
（
恐
ら
く
八
開
手
）
な
ど

即
位
儀
礼
の
実
際
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
持
統
紀
と
、
そ
の
儀
礼
を

一
切
盛
り
込
ま
な
い
令
の
規
定
と
の
明
確
な
違
い
と
に
か
ん
が
み
て
、

た
が
い
に
関
連
を
も
ち
な
が
ら
、
そ
れ
を
直
接
な
も
の
と
み
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
成
立
の
先
後
の
順
の
上
か
ら
も
、
神
祇
令
が
先
行
し
、

そ
の
規
定
に
の
っ
と
り
実
施
し
た
即
位
儀
礼
を
、
持
統
紀
は
そ
の
実

際
に
そ
く
し
て
つ
た
え
て
い
る
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
関
係
上
、
令
の
膨
大
・
広
汎
に
わ
た
る
規

定
・
条
文
（
十
巻
、「
官
位
令
」
以
下
三
十
篇
目
）
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
逆
に
実
際
の
即
位
儀
礼
を
予
定
し
て
令
の
施
行
に
踏
み
切
っ
た

可
能
性
が
高
い
。
令
と
は
た
が
い
の
規
定
の
存
在
を
前
提
と
す
る
律

を
欠
き
、
い
わ
ば
見
切
り
施
行
の
性
格
が
強
い
上
に
、
即
位
儀
礼
の

実
施
（
四
年
正
月
元
旦
）
は
令
の
施
行
（
三
年
八
月
）
か
ら
わ
ず
か

四
ヶ
月
し
か
な
い
。
儀
礼
の
実
施
に
は
、
後
世
の
い
わ
ゆ
る
習
礼
あ

る
い
は
準
備
に
当
て
る
期
間
も
要
す
る
。
四
ヶ
月
前
の
施
行
で
す
ら
、

実
際
に
は
駆
け
込
み
に
近
い
状
態
だ
っ
た
こ
と
は
推
測
に
難
く
な
い
。

こ
こ
ま
で
持
統
天
皇
を
駆
り
立
て
た
そ
の
最
大
の
要
因
が
皇
太
子
草

壁
皇
子
の
薨
去
（
三
年
四
月
）
で
あ
る
。

ま
た
一
方
、
こ
の
天
皇
の
即
位
を
め
ぐ
っ
て
は
、
同
じ
神
祇
令

（
養
老
神
祇
令
10
即
位
条
）
に
も
う
一
つ
次
の
規
定
を
設
け
て
い
る
。

凡
天
皇
即
位
、
惣

祭
天
神
地
祇
、
散
斎
一
月
、
致
斎
三
日
。

其
大
幣
者
、
三
月
之
内
、
令

修
理
訖
。

条
文
中
の
「
惣

祭
天
神
地
祇

」（
以
下
「
惣
祭
」
と
略
称
す
る
）

に
つ
い
て
は
、
実
は
見
解
が
分
か
れ
る
。
加
茂
正
典
氏
「『
儀
式

践
祚
大
嘗
祭
儀
』
考
」（『
訓
読

釈

儀
式

践
祚
大
嘗
祭
儀
』
所

収
。
776
頁
。
平
成
二
十
四
年
六
月
。
皇
學
館
大
學
神
道
研
究
所
編
）

が
比
較
的
最
近
ま
で
の
そ
の
主
な
も
の
を
「
大
嘗
祭
の
天
神
地
祇
奉

幣
規
定
と
解
釈
す
る
説
、
即
位
式
の
天
神
地
祇
奉
幣
規
定
と
解
釈
す

る
説
が
あ
る
。」
と
二
分
す
る
が
、
ま
た
別
に
岡
田
精
司
氏
『
古
代

祭
祀
の
史
的
研
究
』

そ
の
「
第
二
章

即
位
儀
・
大
嘗
祭
を
め
ぐ

る
問
題
点
」
91
頁
。
二
〇
〇
二
年
九
月
二
刷
。
塙
書
房
）が
「
大
嘗

祭
関
連
行
事
に
限
定
す
べ
き
で
は
な
く
、
天
皇
就
任
に
伴
う
一
連
の

儀
礼
す
べ
て
を
指
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
即
ち
、
代
替
わ

り
に
伴
う
嘉
礼
と
し
て
の
す
べ
て
の
行
事
」
以
下
に
、
即
位
儀
・
大

嘗
祭
に
伴
う
由
奉
幣
や
諸
社
奉
幣
・
大
神
宝
そ
の
他
、
広
汎
な
神
事

を
想
定
す
る
な
ど
、
そ
れ
こ
そ
定
説
を
み
な
い
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
な
か
注
目
す
べ
き
説
が
、
川
北
靖
之
氏
「
律
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令
法
に
お
け
る
即
位
礼
と
大
嘗
祭
」
『
続
大
嘗
祭
の
研
究
』
皇
學
館

大
學
神
道
研
究
所
編
。
平
成
元
年
六
月
。
皇
學
館
大
學
出
版
部
）で

あ
る
。
便
宜
こ
こ
で
は
要
点
を
か
い
つ
ま
ん
で
示
せ
ば
、「
大
幣
、

謂
、
即
位
之
時
、
惣
祭

天
神
地
祇

」
と
説
く
令
集
解
の
古
記
な
ど

を
挙
げ
「
こ
れ
ら
の
諸
事
実
か
ら
、
大
宝
令
本
条
は
、『
大
嘗
祭
』

と
は
異
な
る
、
践
祚＝
即
位
に
伴
ふ
『
天
神
地
祇
』
の
『
惣
祭
』
及

び
、
そ
の
『
大
幣
』
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。」

76
頁
）と
説
く
。
さ
ら
に
「
私
は
、
本
条
の
『
惣
祭
』
は
、

諸
国
か
ら
入
京
し
た
国
造
等
に
『
大
幣
』
を
『
班
』
つ
こ
と
に
よ
つ

て
行
は
れ
た
の
で
あ
り
、
後
の
『
大
奉
幣
』
の
や
う
な
遣
使
奉
幣
と

は
考
へ
な
い
。」

77
頁
）と
ま
で
指
摘
す
る
。
入
京
し
た
国
司
等
へ

の
「
大
幣
」
の
「
班
」
が
さ
て
「
惣
祭
」
に
ど
う
結
び
つ
く
の
か
、

筋
道
が
管
見
に
は
入
っ
て
こ
な
い
け
れ
ど
も
、
拠
り
ど
こ
ろ
に
し
た

古
記
の
「
即
位
之
時
」
は
肯

に
中
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、「
惣
祭
」
に
携
わ
る
者
に
つ
い
て
付
言
す
れ
ば
、
川
北
氏

の
「
直
接
の
担
当
者
は
、
官
僚
層
で
あ
つ
た
ろ
う
」

同
前
書
78
頁
）

と
い
う
指
摘
に
対
し
て
、
加
茂
氏
が
「
中
臣
・
斎
部
の
二
氏
が
勤
め

る
」

前
掲
書
776
頁
）と
説
く
。
大
嘗
祭
大
奉
幣
使
の
発
遣
に
当
て
る

中
臣
・
忌
部
二
氏
か
ら
の
類
推
だ
と
は
い
え
、
否
、
そ
う
し
た
名
負

い
の
二
氏
だ
か
ら
こ
そ
、「
惣
祭
」
に
携
わ
る
ま
さ
に
適
任
だ
っ
た

に
相
違
な
い
。「
即
位
之
時
」
に
当
た
り
、
そ
の
天
神
寿
詞
を
奏
上

す
る
中
臣
と
鏡
剣
を
献
上
す
る
忌
部
と
の
こ
の
二
氏
は
、「
凡
天
神

地
祇
者
、
神
祇
官
皆
依

常
典

祭
之
」（
神
祇
令
天
神
地
祇
条
）
と

い
う
「
常
典
」
に
よ
り
祭
祀
を
担
う
神
祇
官
と
は
別
に
、
四
時
の
公

的
諸
祭
を
列
挙
し
た
あ
と
特
に
結
語
・
補
説
を
付
し
て
「
其
祈
年
・

月
次
祭
者
、
百
官
集

神
祇
官
、
中
臣
宣

祝
詞
、
忌
部
班

幣
帛

」

（
季
冬
条
）
と
こ
と
わ
る
と
お
り
、
重
い
祭
儀
に
と
り
わ
け
そ
の
存

在
を
際
立
た
せ
る
。

三
、
持
統
天
皇
と
中
臣
大
嶋

か
く
て
持
統
天
皇
の
即
位
に
当
た
り
、
そ
れ
を
神
祇
令
が
規
定
す

る
一
方
、
中
臣
・
忌
部
の
二
氏
が
そ
の
中
心
的
儀
礼
を
担
い
、「
惣

祭
」
が
そ
れ
に
伴
う
。
そ
れ
ら
い
ず
れ
も
が
、
前
述
の
と
お
り
天
武

天
皇
が
十
年
の
は
じ
め
に
開
始
あ
る
い
は
着
手
し
た
一
連
の
事
業
に

根
ざ
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
そ
し
て
実
現

し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
中
心
に
い
る
の
が
、
創
設
間
も
な
い
神
祇

官
の
長
、
神
祇
伯
の
中
臣
大
嶋
で
あ
る
。

浄
御
原
令
の
施
行
（
三
年
六
月
）
か
ら
二
ヶ
月
後
の
八
月
始
め
、

持
統
紀
が
「
百
官
会

集
於
神
祇
官

而
奉

宣
天
神
地
祇
之
事
。」
と

つ
た
え
る
。
日
本
古
典
文
学
大
系
の
当
該
頭
注
は
、「
何
の
た
め
の

会
集
か
未
詳
。
あ
る
い
は
新
令
施
行
の
報
告
、
ま
た
は
神
祇
官
の
改

組
に
関
係
あ
る
か
。」
と
説
明
を
付
す
。
状
況
の
上
で
は
傾
聴
に
値

す
る
が
、
改
め
て
「
奉
宣
」
の
表
現
に
着
目
し
て
み
る
に
、
直
前
の
、

崩
御
し
た
天
武
天
皇
を
弔
う
新
羅
の
使
い
に
対
す
る
詔
に
「
太
政
官
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卿
等
奉

勅
奉
宣
」「
由

是
、
法
麻
呂
等
不

得

奉

宣
赴
告
之
詔

」

「
汝
道
那
等
（
詔
を
承
る
新
羅
弔
使
）
奉

斯
所

勅
、
奉

宣
汝

王

」（
持
統
天
皇
三
年
五
月
）
と
あ
り
、
天
皇
の
詔
勅
を
奉
じ
る
者

（
太
政
官
卿
等
、
法
麻
呂
、
道
那
等
）
が
、
天
皇
じ
し
ん
の
発
話
と

し
て
、
敬
意
を
表
す
べ
き
相
手
に
そ
れ
を
宣の
る
か
た
ち
を
と
る
。
後

世
の
即
位
礼
に
お
い
て
宣
命
使
の
宣
る
宣
命
に
、
こ
れ
は
通
じ
る
。

「
奉

宣
天
神
地
祇
之
事

」
の
相
手
を
明
示
し
な
い
け
れ
ど
も
、
宣

る
当
人
に
は
、
こ
の
神
祇
官
と
い
う
場
の
長
、
す
な
わ
ち
神
祇
伯
の

中
臣
大
嶋
こ
そ
が
最
も
相
応
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
神
祇
令
季
冬
条

に
付
す
結
語
・
補
説
に
規
定
す
る
前
掲
（
110
頁
）
条
文
「
中
臣
宣

祝
詞

」
と
の
文
言
の
一
致
も
、
明
ら
か
に
両
者
の
対
応
を
示
唆
す

る
。こ

う
し
て
神
祇
令
を
は
じ
め
令
の
関
係
規
定
そ
の
他
、
天
神
地
祇

の
諸
事
を
、
天
皇
み
ず
か
ら
が
宣
る
か
た
ち
を
と
っ
て
百
官
を
前
に

説
き
明
か
す
こ
と
自
体
、
目
前
の
即
位
儀
礼
に
向
け
た
予
備
的
な
意

味
あ
い
を
強
く
帯
び
る
。
こ
れ
を
神
祇
伯
と
し
て
仕
切
る
大
嶋
自
身
、

持
統
天
皇
の
即
位
に
果
た
す
べ
き
天
神
寿
詞
を
読
む
と
い
う
大
役
を

見
据
え
て
い
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
現
に
、
そ
れ
ば
か
り
か
、
即
位

儀
礼
の
即
位
礼
と
並
ぶ
重
要
儀
礼
の
大
嘗
で
も
、
わ
ず
か
に
「

五

年
十
一
月
戊
辰
）大
嘗
。
神
祇
伯
中
臣
朝
臣
大
嶋
読

天
神
寿
詞
。」

と
つ
た
え
る
だ
け
だ
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
大
嶋
の
独
り
舞
台
に
近
い
。

実
際
は
、
公
卿
以
下
の
群
臣
、
神
祇
官
の
長
以
下
神
部
に
至
る
ま

で
の
関
係
者
、
ほ
か
に
供
奉
し
た
播
磨
・
因
幡
両
斎
国
の
郡
司
以
下

の
人
々
等
が
、
持
統
天
皇
一
世
一
度
の
儀
礼
に
加
わ
っ
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
、
特
に
は
神
祇
官
の
関
係
者
と
両
斎
国
の
供
奉
者
を
つ
た
え

る
詳
細
な
そ
の
記
述
は
、
大
嘗
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
神
祇
伯
中
臣
大

嶋
に
よ
る
寿
詞
の
読
み
だ
け
を
唯
一
そ
の
儀
礼
と
し
て
つ
た
え
る
記

述
と
は
著
し
い
対
照
を
な
す
。
念
の
た
め
、
こ
の
両
者
を
次
に
示
す
。

十
一
月
戊
辰
（
一
日
）、
大
嘗
。
神
祇
伯
中
臣
朝
臣
大
嶋
読

天

神
寿
詞
。

同
丁
酉
（
三
十
日
）、
饗

神
祇
官
長
以
下
至

神
部
等
、
及
供

奉
播
磨
・
因
幡
国
郡
司
以
下
至

百
姓
男
女
。

賜

絹
等
、
各

有

差
。

神
祇
官
人
や
供
奉
し
た
播
磨
・
因
幡
両
斎
国
の
郡
司
以
下
の
者
た
ち

へ
の
「
饗
」
以
前
に
、
実
は
「
壬
辰
（
二
十
五
日
）、
賜

公
卿
食
衾
。

乙
未
（
二
十
八
日
）、
饗

公
卿
以
下
至

主
典
。

賜

絹
等
、
各
有

差
。」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
一
連
の
「
饗
」
を
中
心
と
し
た
直
会
は
、

後
世
の
「
卯
日
の
大
嘗
」
に
引
き
続
く
「
大
饗
」
の
「
辰
日
節
会

（
悠
紀
国
）」、「
巳
日
節
会
（
主
基
国
）」
と
さ
ら
に
「
午
日
節
会

（
豊
明
節
会
）」
に
当
た
る
。
引
用
し
た
と
お
り
、
公
卿
だ
け
、
公

卿
以
下
の
諸
臣
、
神
祇
官
人
や
斎
国
関
係
の
供
奉
者
の
順
を
追
っ
て

複
数
回
開
催
し
て
い
る
こ
と
も
、「
大
饗
」
と
の
つ
な
が
り
を
示
唆

す
る
で
あ
ろ
う
。

な
か
で
も
、
最
終
回
の
「
饗
」
が
と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
。
神
祇
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官
人
や
斎
国
関
係
の
供
奉
者
に
対
す
る
そ
れ
は
、
天
武
天
皇
の
大
嘗

に
際
し
て
の
賜
禄
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
記
述
は
、

五
年
の
次
に
引
く
一
節
し
か
な
い
。

十
一
月
（
×
日
）

大
嘗

×
）

十
二
月
壬
午
朔
丙
戌
、
侍

奉
大
嘗

中
臣
・
忌
部
及
神
官
人
等
、

播
磨
・
丹
波
二
国
郡
司
、
亦
以
下
人
夫
等
、
悉
賜

禄
。
因

以
郡
司
等
、
各
賜

爵
一
級
。

十
一
月
条
に
は
、
実
際
の
大
嘗
関
連
記
述
を
欠
く
。
十
二
月
の
供
奉

し
た
関
係
者
へ
の
賜
禄
・
賜
爵
か
ら
そ
れ
の
催
行
は
推
定
可
能
で
あ

る
に
せ
よ
、
そ
の
記
述
が
ま
た
不
審
を
呼
ぶ
。
第
一
が
、
前
掲
持
統

天
皇
大
嘗
関
係
記
述
と
の
一
致
で
あ
る
。
大
嘗
自
体
に
つ
い
て
も
、

天
武
天
皇
の
右
の
（
×
）
と
持
統
天
皇
大
嘗
の
中
臣
大
嶋
に
よ
る
寿

詞
読
み
中
心
の
そ
れ
と
は
明
ら
か
に
近
い
。
こ
れ
が
ま
た
不
審
を
募

ら
せ
る
。

四
、
天
皇
即
位
儀
礼
の
大
嘗
を
め
ぐ
る
先
行
説

従
来
は
、
し
か
し
こ
の
記
述
に
は
ほ
と
ん
ど
目
を
向
け
な
い
。
天

武
・
持
統
両
天
皇
の
大
嘗
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
特
に
そ
の
歴
史
の

事
実
あ
る
い
は
真
偽
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
る
傾
向
が
強
い
。
一
つ

そ
の
代
表
例
と
し
て
、
和
田
萃
氏
『
日
本
古
代
の
儀
礼
と
祭
祀
・
信

仰

上
』（
そ
の
「
第
一
章

送
葬
儀
礼
と
即
位
儀
礼
」。
196
頁
。
一

九
九
五
年
三
月
。
塙
書
房
）
が
「
さ
て
、
大
嘗
祭
に
つ
い
て
は
、
岡

田
精
司
氏
に
明
解
な
論
が
あ
る
。
即
ち
、
大
嘗
祭
に
は
、
従
来
言
わ

れ
る
よ
う
な
『
古
さ
』
は
な
く
、
王
位
継
承
儀
礼
と
し
て
成
立
す
る

の
は
、
飛
鳥
浄
御
原
令
の
段
階
で
あ
り
、
そ
の
実
施
は
持
統
朝
が
最

初
で
あ
る
。
筆
者
も
、
岡
田
説
に
左

し
た
い
」
と
全
面
的
に
評
価

す
る
岡
田
精
司
氏
前
掲
（
109
頁
）『
古
代
祭
祀
の
史
的
研
究
』（
そ
の

「
第
一
章

大
王
就
任
儀
礼
の
原
形
と
そ
の
展
開
」
70
頁
）
の
論
述

を
次
に
引
く
こ
と
に
す
る
。
直
前
に
は
、
大
嘗
祭
に
つ
い
て
和
田
氏

み
ず
か
ら
述
べ
た
指
摘
に
対
応
す
る
「
そ
れ
は
天
武
が
浄
御
原
令
に

お
い
て
定
め
、
実
施
は
持
統
天
皇
即
位
後
の
大
嘗
祭
が
最
初
で
あ
っ

た
。」
と
あ
り
、
こ
れ
に
続
く
の
が
次
の
一
節
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
天
武
初
年
は
毎
年
、
新
嘗
に
悠
紀
・
主
基
斎
田
が

お
か
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
大
嘗
祭
へ
の
移
行
期
で
あ
っ
た
と
い

え
る
が
、
ま
だ
就
任
儀
礼
に
と
も
な
う
「
践
祚
大
嘗
祭
」
は
定

め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
天
武
二
年
紀
に
の

み
「
大
嘗
」
の
語
が
用
い
ら
れ
、
天
武
五
・
六
年
に
は
「
新

嘗
」
と
あ
る
の
で
、
す
で
に
天
武
朝
に
大
嘗
祭
が
開
始
さ
れ
て

い
た
よ
う
に
説
く
人
々
も
あ
る
。
だ
が
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う

に
「
大
嘗
」
の
語
は
『
養
老
令
』
に
お
い
て
も
ま
だ
判
然
と
分

化
せ
ず
、
践
祚
大
嘗
祭
と
毎
年
の
新
嘗
の
両
方
を
さ
す
も
の
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
天
武
朝
に
両
者
の
明
確
な
区
別
は
ま
だ

な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
日
本
書
紀
』
編
者
に

よ
る
追
記
と
み
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
天
武
朝
に
は
就
任
儀
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礼
の
一
環
と
し
て
の
〞
大
嘗
祭
〝
は
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

大
嘗
祭
に
関
連
し
た
歴
史
の
記
述
に
そ
の
歴
史
的
変
遷
を
み
る
こ
う

し
た
見
方
に
よ
っ
て
、
広
く
大
嘗
祭
の
説
明
が
成
り
立
っ
て
い
る
。

そ
の
あ
ら
ま
し
を
知
る
上
で
も
格
好
の
テ
キ
ス
ト
な
の
で
、
あ
え
て

長
長
と
引
用
し
た
の
だ
が
、
近
時
で
も
、
た
と
え
ば
前
掲
加
茂
氏
論

考
の
「『
儀
式

践
祚
大
嘗
祭
儀
』
考
」
に
「
毎
年
規
模
を
拡
大
し

た
新
嘗
祭
が
斎
行
さ
れ
る
天
武
天
皇
朝
は
、
創
出
さ
れ
た
大
嘗
と
、

毎
年
の
新
嘗
祭
が
分
離
し
儀
式
的
に
整
備
さ
れ
る
過
渡
期
で
あ
っ
た

と
位
置
付
け
ら
れ
る
。（
中
略
）
従
っ
て
、
神
祇
令
大
嘗
条
に
『
凡

大
嘗
者
、
毎
世
一
年
、
国
司
行
事
、
以
外
、
毎
年
所
司
行
事
』
と
規

定
さ
れ
る
、
令
制
的
形
態
の
大
嘗
祭
の
直
接
的
前
身
、
初
例
は
、
左

に
示
し
た
持
統
天
皇
大
嘗
祭
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。」（
773
頁
）
と

説
く
。
引
用
文
中
の
私
に
傍
線
を
付
し
た
文
言
は
、
岡
田
氏
の
右
掲

一
節
に
批
判
す
る
大
嘗
祭
の
開
始
を
天
武
朝
と
す
る
説
と
恐
ら
く
別

で
は
な
い
。

さ
て
、
し
か
し
こ
の
岡
田
氏
の
見
解
に
説
得
力
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

そ
の
核
心
と
も
い
う
べ
き
天
武
天
皇
二
年
の
大
嘗
を
「『
日
本
書
紀
』

編
者
に
よ
る
追
記
と
み
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。」
と
い
う
点
ま
で

含
め
、
和
田
氏
は
評
価
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
追
記
」
と
い
う
以

上
、
記
述
に
本
来
無
か
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

天
武
天
皇
二
年
に
そ
れ
が
実
修
さ
れ
た
の
か
否
か
、
そ
の
記
録
だ
け

を
い
つ
の
時
点
か
で
編
者
が
付
け
加
え
た
の
か
、
は
た
ま
た
創
作
・

虚
構
に
よ
る
の
か
等
等
、
詳
細
の
詰
め
を
依
然
残
す
。

五
、
天
武
天
皇
の
即
位
儀
礼
に
関
連
す
る
記
述
の
検
証

も
っ
と
も
、
た
と
え
「
追
記
」
だ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
を
天
武
天

皇
の
大
嘗
を
記
述
す
る
上
に
必
要
と
し
た
こ
と
自
体
は
、
ま
さ
に
否

む
べ
く
も
な
い
。
す
な
わ
ち
天
武
天
皇
二
年
の
そ
の
然
る
べ
き
時
に

大
嘗
を
実
修
し
た
こ
と
を
、
歴
史
の
事
実
と
し
て
（
虚
構
に
せ
よ
）

刻
ん
で
い
る
こ
と
は
、
そ
の
記
述
自
体
に
明
ら
か
で
あ
る
。
問
題
は
、

当
然
そ
の
内
容
を
は
じ
め
事
実
相
互
の
整
合
性
や
合
理
性
、
端
的
に

は
信

性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
残
念
な
が
ら
、「
追
記
」
説
は

そ
の
内
容
自
体
の
検
証
を
欠
い
て
い
る
。

た
と
え
ば
天
武
天
皇
の
大
嘗
は
、
そ
の
推
定
さ
れ
る
二
年
十
一
月

を
遡
る
九
ヶ
月
前
の
二
月
二
十
七
日
に
「
天
皇
命

有
司
、
設

壇
場
、

即

帝
位
於
飛
鳥
浄
御
原
宮

」
と
つ
た
え
る
即
位
と
ど
う
関
連
す
る

の
か
、
ま
ず
は
こ
う
し
た
点
に
こ
そ
目
を
向
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

前
述
（
108
、
111
頁
）
の
と
お
り
持
統
天
皇
の
即
位
儀
礼
で
は
、
神
祇

伯
中
臣
大
嶋
が
即
位
と
大
嘗
と
も
に
天
神
寿
詞
を
読
ん
で
い
る
。
大

嘗
の
実
修
記
述
を
欠
く
天
武
天
皇
の
即
位
儀
礼
の
ば
あ
い
、
右
の
即

位
に
大
嘗
と
の
か
か
わ
り
は
確
か
に
認
め
が
た
い
。
簡
潔
に
す
ぎ
る

そ
の
記
述
も
妨
げ
に
は
違
い
な
い
が
、
か
え
っ
て
そ
こ
に
こ
そ
か
か

わ
り
の
端
緒
が
あ
る
。
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実
は
、
そ
の
記
述
は
出
典
に
基
づ
き
な
が
ら
、
同
じ
く
出
典
を
も

つ
類
例
と
は
一
部
表
現
を
異
に
す
る
。
次
に
そ
の
類
例
と
出
典
の
一

節
と
を
つ
き
合
わ
せ
て
み
る
。
類
例
と
出
典
の
一
節
と
の
関
連
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
拙
著
『
古
代
神
話
の
文
献
学
』（
そ
の
「
第
八
章

丹
生
川
上
の
祭
祀
」
1021
頁
）
に
言
及
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
通

説
の
出
典
と
す
る
後
漢
書
（
光
武
帝
紀
第
一
上
）
の
一
節
だ
け
を
引

く
が
、
論
旨
に
影
響
は
及
ば
な
い
。

○

光
武
、
於

是
命

有
司
、
設

壇
場
於

南
千
秋
亭
五
成

。
六
月
己
未
、
即

皇
帝
位
。（
後
漢
書
）

１
）

即
位
前
紀
冬
十
月
四
日
）
大
伴
室
屋
大
連
、
率

臣
連

等
、
奉

璽
於
皇
太
子
。
元
年
春
正
月
（
十
五
日
）、
命

有
司
、
設

壇
場
於
磐
余
甕
栗
、

天
皇
位
。

清
寧
天

皇
元
年
正
月
）

２
）

即
位
前
紀
十
二
月
）
大
伴
金
村
連
、
平

定
賊

訖
、

反

政
太
子
。
請

上

尊
号

曰
（
中
略
）
於

是
、
太
子

命

有
司
、
設

壇
場
於
泊
瀬
列
城
、

天
皇
位
。

武
烈

天
皇
即
位
前
紀
）

３
）

皇
極
天
皇
四
年
六
月
、
天
豊
財
重
日
足
姫
天
皇
、
授

璽
綬
、
禅

位
。
策
曰
、
咨
、
爾
軽
皇
子
、
云
云
。
軽
皇

子
、
再
三
固
辞
。
以
下
略
）
由

是
、
不

得

固
辞
、
升

壇
即

位
。（
孝
徳
天
皇
即
位
前
紀
）

（
３
）
だ
け
は
先
帝
の
譲
位
と
い
う
か
た
ち
を
と
り
、
そ
の
こ
と
も

あ
っ
て
即
位
も
や
や
異
な
る
が
、
そ
の
ほ
か
全
て
が
同
じ
出
典
を
共

有
し
、
天
武
天
皇
の
即
位
も
、
基
本
的
に
は
、
こ
れ
に
倣
う
。
そ
の

一
方
、
そ
れ
を
つ
た
え
る
前
掲
記
述
の
傍
線
部
は
、「
設

壇
場

」

に
具
体
的
な
場
所
名
を
欠
く
一
方
、「
即

帝
位
於
飛
鳥
浄
御
原
宮

」

と
宮
中
即
位
の
か
た
ち
を
と
る
な
ど
の
点
に
、
他
と
は
大
き
な
違
い

が
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
れ
に
事
情
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
壬
申
の
乱
に
勝
利
し

て
凱
旋
す
る
と
、
ま
ず
島
宮
に
入
り
、
つ
い
で
岡
本
宮
に
移
り
、
そ

の
年
の
冬
に
は
岡
本
宮
の
南
に
宮
室
を
造
営
し
、
飛
鳥
浄
御
原
宮
と

称
し
て
こ
こ
に
遷
り
住
ん
で
い
る
。
す
で
に
居
住
し
政
務
を
執
る
こ

の
宮
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
あ
の
独
自
な
表
現
に
つ
な
が
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
と
は
い
え
、
と
も
か
く
も
「
命

有
司
、
設

壇
場

」
と
い
う

即
位
の
定
型
表
現
を
残
し
た
こ
と
、
こ
れ
が
重
要
で
あ
る
。

即
位
儀
礼
の
伝
統
に
の
っ
と
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
即
位

を
、
伝
統
に
の
っ
と
る
重
要
な
儀
礼
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
う
し
て

厳
修
す
る
こ
と
を
、
天
皇
み
ず
か
ら
実
践
し
た
こ
と
、
つ
ま
り
は
そ

れ
を
歴
史
の
事
実
と
し
て
つ
た
え
る
こ
と
を
恐
ら
く
は
主
眼
と
す
る

で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
重
臣
に
よ
る
奉
璽

１
）、
重
臣
に
よ
る

尊
号
請
上

２
）、
先
帝
に
よ
る
授
璽

３
）な
ど
の
即
位
の
応
諾
に
つ

な
げ
る
は
た
ら
き
か
け
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
、
天
武
天
皇
の
即
位

も
ま
た
必
然
的
に
前
提
と
す
る
。
そ
の
は
た
ら
き
か
け
に
は
、
一
方

に
「
群
臣
議
之
曰
（
中
略
）、
即
選

吉
日
、
跪
上

天
皇
之
璽

」
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（
允
恭
天
皇
即
位
前
紀
）、
ま
た
「
大
伴
金
村
大
連
、
乃
跪
上

天
子

鏡
剣
璽
符
、
再
拝
。」（
継
体
天
皇
元
年
二
月
）
な
ど
同
じ
く
出
典

（
い
ず
れ
も
漢
書
・
文
帝
紀
）
を
も
と
に
修
文
し
た
か
た
ち
も
あ
る
。

こ
の
ば
あ
い
、
前
者
に
は
「
皇
子
曰
、
群
卿
共
為

天
下

請

寡
人
。

寡
人
何
敢
遂
辞
。
乃
即

帝
位
。」
が
、
ま
た
後
者
に
し
て
も
「
男
大

迹
天
皇
曰
、
大
臣
大
連
、
将
相
諸
臣
、
咸
推

寡
人
。
寡
人
敢
不

乖
。

乃
受

璽
符
。
是
日
、
即

天
皇
位
。」
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
、
即
位

の
「
設

壇
場

」
に
伴
う
よ
う
な
儀
礼
な
い
し
儀
式
を
一
切
見
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
手
続
き
の
性
格
が
強
い
。

逆
に
ま
さ
に
即
位
儀
礼
の
荘
厳
に
賭
け
た
の
が
、
く
だ
ん
の
天
武

天
皇
の
即
位
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
類
例
が
、
ま
た
そ
の
即
位
に
さ
き

だ
つ
即
位
の
応
諾
に
つ
な
げ
る
は
た
ら
き
か
け
の
存
在
を
、
そ
れ
が

儀
礼
の
か
た
ち
を
と
れ
ば
こ
そ
必
然
的
に
暗
示
す
る
。
実
際
に
そ
れ

が
存
在
し
た
か
否
か
は
、
即
位
そ
れ
自
体
を
含
め
、
確
か
め
る
す
べ

な
ど
あ
り
得
な
い
。
た
だ
、
出
典
に
ほ
と
ん
ど
も
た
れ
か
か
る
安
易

を
脱
し
、
状
況
に
そ
く
し
た
手
直
し
を
そ
れ
に
加
え
た
上
で
取
り
込

ん
で
い
る
事
実
は
、「
追
記
」
説
と
は
あ
い
容
れ
な
い
。
む
し
ろ
そ

の
即
位
儀
礼
の
荘
厳
と
、
そ
れ
が
暗
示
し
た
即
位
の
応
諾
に
つ
な
げ

る
な
い
し
そ
れ
を
予
定
す
る
は
た
ら
き
か
け
と
の
こ
の
二
つ
を
兼
ね

合
わ
せ
た
即
位
儀
礼
と
し
て
の
そ
れ
の
成
り
立
ち
が
、
な
か
ん
ず
く

た
と
え
ば
「
設

壇
場
、
即

帝
位
於
〜
宮

」
の
か
た
ち
は
、
浄
御

原
令
（
大
宝
令
）
の
規
定
す
る
即
位
（
践
祚
）
条
文
に
通
じ
る
と
い

う
以
上
に
、
そ
れ
を
用
意
す
る
も
の
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
も
っ
と

も
、
原
則
的
と
し
て
天
皇
じ
し
ん
の
行
為
に
つ
い
て
令
は
規
定
し
な

い
の
で
、
条
文
に
そ
の
裏
付
け
を
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
。

六
、
持
統
天
皇
に
よ
る
即
位
儀
礼
の
ひ
き
継
ぎ
と
中
臣
大

嶋
の
重
用

な
お
想
定
に
と
ど
ま
る
と
は
い
え
、
即
位
儀
礼
の
基
本
と
な
る
そ

の
即
位
を
大
嘗
と
二
つ
な
が
ら
、
儀
礼
祭
祀
の
そ
の
中
心
に
、
特
に

名
負
い
の
氏
族
で
あ
る
中
臣
と
忌
部
の
こ
の
二
氏
の
奉
仕
を
据
え
て

い
た
に
違
い
な
い
。
も
と
よ
り
、
そ
れ
の
実
質
化
に
至
る
に
は
、
浄

御
原
令
の
施
行
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
即
位
に
ひ
き
続
く

大
嘗
に
関
連
し
て
つ
た
え
る
「
奉

仕
大
嘗

中
臣
・
忌
部
」
の
一
節

こ
そ
、
そ
の
こ
と
を
、
さ
さ
や
か
な
徴
証
な
が
ら
も
確
か
に
裏
づ
け

る
。
い
ま
即
位
か
ら
大
嘗
へ
の
展
開
を
、
持
統
天
皇
の
即
位
儀
礼
の

ば
あ
い
の
そ
れ
に
つ
き
合
わ
せ
て
み
る
に
、
次
の
よ
う
に
対
応
す
る

事
実
も
、
そ
の
裏
付
け
を
補
強
す
る
は
ず
で
あ
る
。

出
所

即
位

▼

大
嘗

天
武
紀

天
皇
命

有
司

設

壇
場
、
即

帝
位
於
飛
鳥
浄
御
原
宮
。（
二
年
二
月

二
十
七
日
）

※
中
臣
・
忌
部
奉
仕

▼
中
臣
・
忌
部
侍
奉

二
年
十
一
月
）
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表
中
に
二
カ
所
、
天
武
紀
で
は
即
位
記
事
の
直
後
に
「
中
臣
・
忌
部

奉
仕
」、
ま
た
神
祇
令
で
は
大
嘗
条
の
直
後
に
「
神
祇
伯
中
臣
大
嶋

朝
臣
」
を
そ
れ
ぞ
れ
※
印
の
も
と
に
付
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

論
述
の
な
か
で
導
き
出
し
た
推
定
（
前
者
は
115
頁
。
後
者
は
111
頁
）

だ
が
、
こ
こ
に
言
を
補
え
ば
、
前
者
は
、
天
武
天
皇
の
即
位
儀
礼
に

お
い
て
大
嘗
に
中
臣
と
忌
部
が
共
に
侍
奉
し
た
と
同
じ
く
、
即
位
に

も
両
氏
が
奉
仕
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
神
祇
令
に
、
ま
さ
に
こ
の

両
氏
の
奉
仕
を
、
そ
れ
ぞ
れ
名
負
い
の
氏
族
の
伝
統
に
そ
く
し
て
改

め
て
条
文
化
す
る
と
、
持
統
天
皇
の
即
位
儀
礼
で
は
、
ま
ず
そ
の
令

の
規
定
に
そ
く
し
て
即
位
を
厳
修
、
つ
い
で
天
武
天
皇
の
大
嘗
を
ひ

き
継
ぎ
即
位
と
同
じ
儀
礼
を
中
心
と
し
た
か
た
ち
を
大
嘗
に
採
用
し

た
と
い
う
、
即
位
儀
礼
を
め
ぐ
る
天
武
か
ら
持
統
へ
天
皇
紀
を
ま
た

ぐ
展
開
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
以
降
、
令
に
は
規
定
し
て
い

な
い
け
れ
ど
も
、
大
嘗
に
も
中
臣
氏
に
よ
る
寿
詞
の
奏
上
は
続
き
、

光
仁
天
皇
の
大
嘗
祭
（
宝
亀
二
年
十
一
月
癸
卯
）
に
右
大
臣
大
中
臣

清
麻
呂
に
よ
る
「
奏

神
寿
詞

」
を
続
日
本
紀
が
つ
た
え
て
い
る
。

こ
の
展
開
の
上
で
は
、
天
武
天
皇
の
即
位
儀
礼
を
、
そ
の
浄
御
原

令
に
条
文
化
し
た
規
定
を
含
め
、
持
統
天
皇
の
そ
れ
が
ひ
き
継
ぐ
。

天
武
天
皇
の
即
位
に
始
ま
る
こ
の
儀
礼
を
担
う
中
核
に
、
中
臣
・
忌

部
両
氏
が
位
置
す
る
。
右
掲
表
中
の
神
祇
令
大
嘗
条
の
あ
と
に
付
記

し
た
「
神
祇
伯
中
臣
大
嶋
朝
臣
」
は
、
神
祇
令
の
班
賜
（
施
行
）
に

よ
り
中
臣
大
嶋
が
新
た
に
神
祇
伯
に
就
任
し
た
こ
と
を
推
定
し
た
仮

り
の
表
示
だ
と
は
い
え
、
実
際
に
も
、
こ
れ
以
降
、
と
り
わ
け
持
統

朝
で
の
中
臣
大
嶋
の
存
在
が
際
立
つ
。
大
嘗
後
儀
の
持
統
紀
が
つ
た

え
る
「
神
祇
官
長
」
と
は
神
祇
伯
を
指
し
、
中
臣
大
嶋
が
そ
れ
に
当

た
る
。
天
武
紀
の
そ
れ
の
「
中
臣
・
忌
部
」
と
い
う
並
列
か
ら
脱
し
、

神
祇
伯
中
臣
大
嶋
が
独
り
儀
礼
祭
祀
を
統
括
す
る
総
帥
の
地
位
を
占

め
る
に
至
っ
た
こ
と
を
象
徴
的
に
も
の
が
た
る
。

も
と
よ
り
、
持
統
天
皇
の
格
別
の
恩
顧
な
く
し
て
は
、
そ
う
し
た

地
位
に
ま
で
の
ぼ
り
つ
め
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
。
恩
顧
を
蒙
る

天
武
十
年
編
纂
着
手
）

神
祇
令

持
統
三
年
施
行
）

凡
践
祚
之
日
、
中
臣
奏

天
神
之
寿
詞
、
忌
部
上

神
璽
之
鏡
剣
。

践

祚
条
）

▼

凡
大
嘗
者
、
毎
世
一
年
、
国
司
行

事
、
以
外
、

毎
年
所
司
行

事
。

大
嘗
条
）

※
神
祇
伯
中
臣
大
嶋
朝
臣

持
統
紀

神
祇
伯
中
臣
大
嶋
朝
臣
読

天
神
寿
詞
。
畢
、
忌
部
宿
禰
色
夫
知
奉

上

神
璽
剣
鏡
於
皇
后
。
皇
后
即

天
皇
位
。

四
年
正
月
元
旦
）

▼
大
嘗
。
神
祇
伯
中
臣
大
嶋
読

天
神

寿
詞
。（
五
年
十
一
月
一
日
）

出
所

大

嘗

後

儀

天
武
紀

侍

奉
大
嘗

中
臣
・
忌
部
及
神
官
人
等
、

播
磨
・
丹
波
二
国
郡
司
、

亦
以
下
人
夫
等
、
悉
賜

禄
。
因
以
郡
司
等
、
各
賜

一
級
。

二
年
十

二
月
五
日
）

持
統
紀

饗

神
祇
官
長
以
下
至

神
部
等
、及
供
奉
播
磨
・
因
幡
国
郡
司
以
下
至

百
姓
男
女
。

賜

絹
等
、
各
有

差
。

五
年
十
一
月
三
十
日
）
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に
つ
い
て
は
、
然
る
べ
き
相
応
の
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
く

だ
ん
の
「
神
祇
伯
中
臣
大
嶋
朝
臣
」
こ
そ
、
実
は
そ
の
理
由
を
探
る

手
懸
か
り
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
持
統
天
皇
三
年
六
月
に
「
班

賜
諸

司
、
令
一
部
廿
二
巻

」
と
い
う
浄
御
原
令
の
班
賜
（
施
行
）
が
こ

の
「
神
祇
伯
中
臣
大
嶋
朝
臣
」
誕
生
の
契
機
と
な
り
、
続
く
同
年
八

月
の
「
百
官
会

集
神
祇
官

而
奉

宣
天
神
地
祇
之
事
。」
と
い
う

「
奉
宣
」
を
担
う
に
は
、
前
述
（
111
頁
）
の
と
お
り
中
臣
大
嶋
こ
そ

適
任
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
持
統
天
皇
即
位
儀
礼
に
大
嶋
の
担
う
大

役
が
、
当
然
こ
の
延
長
上
に
位
置
す
る
だ
け
に
、
遡
れ
ば
、
浄
御
原

令
の
制
定
に
い
ず
れ
も
帰
一
す
る
も
の
と
み
る
の
が
筋
で
あ
る１

）
。

天
武
天
皇
が
着
手
し
た
浄
御
原
令
の
編
纂
事
業
を
ひ
き
継
ぎ
、
律

を
欠
く
と
は
い
え
、
そ
の
事
業
の
一
応
の
達
成
に
ま
で
漕
ぎ
つ
け
る

上
に
、
右
の
よ
う
に
神
祇
祭
祀
、
と
り
わ
け
即
位
儀
礼
に
中
臣
大
嶋

の
尽
く
し
た
功
績
に
か
ん
が
み
て
、
大
嶋
が
持
統
天
皇
を
支
え
、
天

皇
も
ま
た
こ
れ
を
評
価
し
て
い
た
こ
と
、
さ
れ
ば
こ
そ
、
恩
顧
を
賜

い
、
蒙
る
君
臣
の
関
係
が
お
の
ず
か
ら
成
り
立
つ
。
そ
し
て
こ
れ
に

歩
調
を
合
わ
せ
る
展
開
を
、
そ
の
当
初
の
一
連
の
関
係
に
か
ん
が
み

れ
ば
、
律
令
制
定
の
事
業
開
始
の
直
後
に
着
手
し
た
、
あ
の
修
史
事

業
に
も
当
然
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
歴
史
は
着
手
を
つ
た
え
る
だ

け
で
、
そ
の
展
開
に
一
切
口
を
閉
じ
た
ま
ま
語
ら
な
い
け
れ
ど
も
、

右
に
述
べ
て
き
た
持
統
天
皇
に
よ
る
天
武
天
皇
の
事
業
の
ひ
き
継
ぎ

が
、
修
史
事
業
を
排
除
す
る
も
の
だ
っ
た
と
は
到
底
考
え
が
た
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
事
業
の
ひ
き
継
ぎ
を
支
え
尽
力
し
た
中
臣
大
嶋

こ
そ
、
歴
史
編
述
の
着
手
を
つ
た
え
る
な
か
に
、
そ
の
事
業
を
天
皇

が
直
直
に
「
令

記

定
帝
紀
及
上
古
諸
事

」
と
詔
し
た
川
嶋
皇
子

以
下
の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
「
大
山
上
中
臣
連
大
嶋
」
で
あ
り
、

直
後
に
「
大
嶋
・
子
首
、
親
執

筆
以
録
焉
」
と
つ
た
え
る
執
筆
者

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
立
場
上
、
歴
史
編
述
の
実
務
作
業
を
実
質

的
に
担
っ
て
い
た
こ
と
は
も
と
よ
り
、
そ
の
作
業
内
容
の
、
天
皇
が

直
直
に
示
し
た
「
帝
紀
及
上
古
諸
事
」
に
精
通
し
て
も
い
た
は
ず
で

あ
る
。
古
事
記
で
も
、
そ
の
序
文
（
上
表
文
）
に
、
天
武
天
皇
の

「

録
帝
紀
、
討

旧
辞

」
と
い
う
発
意
に
よ
り
、
稗
田
阿
礼

に
勅
し
た
ま
ま
未
完
に
終
っ
た
「
稗
田
阿
礼
所

誦
之
勅
語
旧
辞
」

を
大
安
万
侶
が

録
し
て
元
明
天
皇
に
献
上
し
た
と
い
う
経
緯
を
つ

た
え
る
が
、
こ
の
上
巻
を
神
話
に
当
て
る
よ
う
に
、
そ
れ
が
神
代

（
紀
）
に
及
ぶ
こ
と
も
当
然
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
に
関
し

て
該
博
な
知
識
や
資
料
を
豊
富
に
有
す
る
適
任
者
と
し
て
中
臣
大
嶋

に
執
筆
を
命
じ
た
天
武
天
皇
の
胸
中
を
皇
后
と
し
て
篤
と
承
知
す
れ

ば
こ
そ
、
修
史
事
業
の
ひ
き
継
ぎ
が
、
そ
の
ま
ま
持
統
天
皇
に
よ
る

大
嶋
の
起
用
、
と
り
わ
け
神
祇
祭
祀
や
宮
中
儀
礼
な
ど
を
中
心
に
神

祇
伯
と
し
て
の
重
用
を
促
し
た
に
違
い
な
い
。

七
、
中
臣
の
「
天
神
之
寿
詞
」
を
め
ぐ
る
先
行
説

さ
て
、
右
の
推
定
に
大
過
な
い
と
し
て
も
、
中
臣
大
嶋
が
持
統
天
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皇
即
位
儀
礼
の
即
位
と
大
嘗
と
に
共
に
読
ん
だ
「
天
神
之
寿
詞
」、

通
称
「
中
臣
寿
詞
」
と
は
な
に
か
、
こ
の
課
題
が
残
る
。
し
か
し
、

そ
れ
を
文
字
に
残
す
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
僅
に
、
平
安
時
代
末

期
の
康
治
元
年
（
一
一
四
二
年
）
十
一
月
、
近
衛
天
皇
の
大
嘗
祭
に

お
い
て
神
祇
大
副
大
中
臣
清
親
の
奏
上
し
た
「
天
神
之
寿
詞
」
を
、

藤
原
頼
長
の
日
記
『
台
記
』
の
別
記
が
記
録
し
て
い
る
が
、
中
臣
寿

詞
が
こ
れ
と
ど
う
か
か
わ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
定
説
を
み
な
い
。

か
つ
て
土
橋
寛
氏
「
中
臣
寿
詞
と
持
統
朝
」（『
日
本
古
代
の
呪
禱

と
説
話

土
橋
寛
論
文
集
下
』
所
収
の
同
題
論
考
。
本
稿
注
１
参

照
）
が
「
持
統
天
皇
の
即
位
式
に
読
ま
れ
た
中
臣
寿
詞
は
、『
台
記
』

本
の
よ
う
に
大
嘗
祭
に
密
着
し
た
も
の
で
は
な
く
、
即
位
式
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
で
は
あ
っ
た
は
ず
だ
と
い
う
点
は
、
両
氏
（
岡
田
精
司

氏
と
井
上
光
貞
氏

榎
本
補
筆
）
に
共
通
す
る
見
解
で
あ
る
。
言

い
か
え
る
と
『
台
記
』
本
は
「
持
統
紀
」
や
『
神
祇
令
』
の
「
中
臣

寿
詞
」
の
本
文
と
は
異
な
る
後
世
の
テ
キ
ス
ト
だ
と
す
る
見
解
で
あ

る
が
、
は
た
し
て
そ
う
か
。」（
331
頁
）
と
先
行
説
に
疑
問
を
投
げ
か

け
、
中
臣
寿
詞
の
構
造
や
寿
詞
中
の
〞
天
つ
水
〝
な
ど
を
中
心
に
詳

細
に
考
察
を
加
え
、
特
に
『
台
記
』
本
中
臣
寿
詞
よ
り
三
十
四
年
前

に
鳥
羽
天
皇
の
大
嘗
祭
で
神
祇
大
副
大
中
臣
清
親
が
奏
し
た
寿
詞
の

テ
キ
ス
ト
の
一
節
が
『
台
記
』
本
と
完
全
に
一
致
す
る
と
指
摘
し
た

上
で
「
こ
れ
は
持
統
朝
の
中
臣
寿
詞
が
、
表
記
法
を
含
め
て
、
き
わ

め
て
忠
実
に
平
安
朝
の
末
ま
で
中
臣
氏
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
を

示
す
も
の
と
し
て
、
貴
重
で
あ
る
」（
354
頁
）
と
説
き
、
最
終
的
に

「
同
一
の
も
の
」（
360
頁
）
と
結
論
づ
け
る
。

こ
の
ほ
か
、
す
で
に
浄
御
原
令
が
規
定
す
る
ば
か
り
か
、
こ
の
令

制
定
の
基
礎
の
あ
る
天
武
朝
に
お
い
て
天
皇
践
祚
（
即
位
）
の
日
に

中
臣
が
「
天
神
之
寿
詞
」
を
奏
す
る
と
い
う
儀
礼
の
発
想
が
あ
っ
た

と
す
る
一
方
、
大
嘗
に
神
祇
伯
中
臣
大
嶋
が
読
む
と
い
う
文
句
を

「
天
神
の
寿
詞
を
大
嘗
祭
に
読
む
よ
う
に
な
っ
た
時
代
以
後
に
、
誤

っ
て
挿
入
さ
れ
た
衍
文
」（
青
木
紀
元
『
祝
詞
全
評
釈
』
の
「（
附
）

中
臣
寿
詞

解
説

」
373
頁
。
平
成
十
二
年
六
月
。
右
文
書
院
）
と
み

な
す
説
、
ま
た
日
本
書
紀
の
「
即
位
記
事
」
を
検
討
す
る
な
か
に
先

行
諸
説
を
引
き
「
各
論
者
の
論
点
と
視
角
は
異
な
る
が
、
少
な
く
と

も
、
孝
徳
天
皇
と
持
統
天
皇
即
位
記
事
は
事
実
を
伝
え
た
も
の
で
、

そ
こ
に
み
ら
れ
る
即
位
式
の
要
素
｜
レ
ガ
リ
ア
（
神
器
、
宝
器
。）

の
奉
献
・
受
理
、「
壇
」
に
昇
る
こ
と
｜
は
、
令
制
以
前
に
遡
る
儀

礼
で
あ
る
、
と
す
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。」
と
総
括

し
た
上
で
、
持
統
天
皇
即
位
記
事
に
つ
い
て
「
中
臣
氏
が
聖
な
る
水

の
由
来
を
説
い
た
『
天
神
寿
詞
』
を
奏
上
」（
加
茂
正
典
氏
『
日
本

古
代
即
位
儀
礼
史
の
研
究
』。
そ
の
「
第
二
章
『
儀
式
』
か
ら
見
た

平
安
朝
の
天
皇
即
位
儀
礼
」
50
頁
。
一
九
九
九
年
二
月
。
思
文
閣
出

版
）
と
わ
ず
か
に
言
及
す
る
よ
う
に
、
あ
た
か
も
「
同
一
の
も
の
」

（
前
掲
土
橋
説
）
を
自
明
と
す
る
か
の
よ
う
な
論
調
が
目
立
つ
。

最
後
の
加
茂
説
に
い
う
「
聖
な
る
水
」
と
は
、「
天
神
寿
詞
」
の
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展
開
す
る
伝
承
の
核
心
に
当
た
る
が
、
立
論
上
「
同
一
の
も
の
」
説

に
立
つ
舟
木
勇
治
氏
「
天
神
寿
詞
に
お
け
る
『
天
忍
雲
根
神
』
の
位

置
｜
天
神
寿
詞
の
構
想
｜
」（『
國
學
院

誌
』
創
刊
一
二
〇
周
年
記

念
特
集
。
平
成
二
十
六
年
十
月
）
に
、
こ
の
「
天
つ
水
」
を
め
ぐ
る

詳
細
な
論
述
が
あ
る
。
今
こ
れ
を
参
照
し
て
み
る
に
、「
天
神
寿
詞

が
天
皇
就
任
儀
礼
に
お
い
て
読
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
た

と
き
、
王
権
を
支
え
る
記
紀
神
話
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
自
身
を
保

証
し
て
ゆ
く
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。（
中
略
）
当
然
な
が
ら
天

皇
の
来
歴
を
語
る
記
紀
の
神
話
文
脈
と
の
間
に
衝
突
や
矛
盾
を
抱
え

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
」（
306
頁
）
と
問
題
を
提
起
し
、

「
天
つ
水
」
伝
承
を
巡
っ
て
は
「
王
権
を
支
え
る
水
の
観
念
が
あ
り
、

そ
れ
を
も
た
ら
し
た
祖
神
の
功
績
を
語
る
と
こ
ろ
に
、
中
臣
氏
の
主

張
を
認
め
る
と
い
う
点
で
諸
説
一
致
」（
同
上
）
と
指
摘
し
た
あ
と
、

記
紀
に
伝
承
の
な
い
「
天
忍
雲
根
神
」
の
存
在
を
め
ぐ
る
問
題
に
独

自
な
観
点
か
ら
考
察
を
加
え
て
次
の
よ
う
に
説
く
。

天
神
寿
詞
が
述
作
さ
れ
た
際
に
、
天
つ
水
伝
承
に
類
す
る
も
の

は
恐
ら
く
他
に
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
当
然
、
天
孫
降
臨
に
随

伴
し
た
天
児
屋
根
命
が
天
上
に
派
遣
さ
れ
る
と
い
う
文
脈
は
、

他
の
神
話
群
に
も
な
か
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

降
臨
後
の
神
話
と
し
て
天
つ
水
伝
承
を
接
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、

天
児
屋
根
命
と
直
接
の
関
係
性
が
明
示
さ
れ
な
い
代
行
者
の
存

在
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
天
忍
雲
根
神
で
あ
る
。（
318
頁
）

そ
も
そ
も
「
述
作
」
の
時
期
は
い
つ
か
、「
降
臨
後
の
神
話
と
し
て

天
つ
水
伝
承
を
接
続
さ
せ
る
」
こ
と
自
体
、
神
話
の
再
解
釈
で
は
な

い
の
か
、「
代
行
者
」「
天
忍
雲
根
神
」
は
そ
の
所
産
で
は
な
い
の
か
、

こ
う
し
た
素
朴
な
問
い
の
は
て
に
、
や
が
て
「
同
一
の
も
の
」
説
に

否
定
的
な
結
論
に
逢
着
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
を
禁
じ
得
な

い
。ま

た
さ
ら
に
、
素
朴
な
疑
問
は
そ
れ
と
し
て
、
舟
木
氏
が
天
神
寿

詞
に
「
外
部
の
神
話
文
脈
と
の
関
係
」
を
探
り
、
そ
こ
に
「
衝
突
や

矛
盾
を
抱
え
」
て
い
な
い
と
い
う
の
も
、
所
詮
は
解
釈
に
す
ぎ
な
い
。

律
令
の
時
代
は
と
も
か
く
、
平
安
時
代
に
入
っ
た
あ
と
、
践
祚
と
即

位
は
分
離
独
立
し
て
様
相
・
内
容
と
も
一
変
し
、
中
臣
に
よ
る
寿
詞

の
奏
上
と
忌
部
に
よ
る
鏡
剣
の
奏
上
が
大
嘗
祭
の
辰
日
儀
礼
に
移
行

し
て
な
お
、
令
の
規
定
し
た
当
初
の
か
た
ち
を
表
現
内
容
と
も
そ
の

ま
ま
に
保
っ
て
い
た
と
は
、
私
に
は
考
え
が
た
い
。
さ
り
な
が
ら
、

本
節
の
は
じ
め
に
採
り
あ
げ
た
土
橋
氏
論
考
の
引
く
「
両
氏
に
共
通

す
る
見
解
」（
118
頁
参
照
）
に
立
ち
戻
る
必
要
も
な
い
が
、
天
神
寿

詞
の
そ
の
原
初
な
い
し
本
来
の
内
容
を
探
る
試
み
に
立
ち
は
だ
か
る

限
界
を
、
は
た
し
て
超
え
得
る
の
か
。
否
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

天
神
と
の
関
連
を
共
有
す
る
一
方
、
そ
れ
ぞ
れ
即
位
と
大
嘗
と
い
う

そ
れ
を
読
む
儀
礼
に
そ
く
し
た
然
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
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八
、「
天
神
之
寿
詞
」
の
『
令
義
解
』
の
注
と
そ
の
「
神
代

之
古
事
」

実
は
、
こ
の
想
定
に
は
拠
り
ど
こ
ろ
が
あ
る
。
当
の
「
中
臣
奏

天
神
寿
詞

」（
神
祇
令
践
祚
条
）
と
い
う
「
天
神
寿
詞
」
に
『
令
義

解
』
が
「
謂
、
以

神
代
之
古
事

為

万
寿
之
宝
詞

也
」
と
注
を
付

す
。
先
に
採
り
あ
げ
た
青
木
紀
元
氏
『
祝
詞
評
釈
』
は
「（
附
）
中

臣
寿
詞
」
に
「
天
つ
神
が
天
皇
の
即
位
を
寿
ぎ
祝
っ
て
天
皇
に
奉
呈

す
る
こ
と
ば
の
意
で
、
そ
れ
を
神
と
天
皇
と
の
中
を
執
り
持
つ
役
目

の
中
臣
氏
が
、
天
つ
神
に
代
わ
っ
て
奏
上
す
る
と
い
う
形
と
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
説
い
た
上
で
、
右
掲
『
令
義
解
』
の
説
明

を
「
い
さ
さ
か
的
外
れ
の
憾
み
が
残
る
。」（
373
頁
）
と
み
な
す
け
れ

ど
も
、
そ
う
し
て
鳴
ら
す
批
判
不
満
と
は
裏
腹
に
、『
令
義
解
』
が

注
に
挙
げ
る
「
神
代
之
古
事
」
こ
そ
が
、
青
木
説
の
拠
っ
て
立
つ
伝

承
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
に
、
青
木
説
に
先
行
し
て
ほ
ぼ
同

じ
内
容
を
、「
神
代
之
古
事
」
を
も
と
に
説
い
た
の
が
薗
田
守
良

『
新
釋
令
義
解
』（
上
巻
。
律
令
研
究
会
編
輯
。
昭
和
四
十
九
年
八

月
。
汲
古
書
院
。
以
下
に
『
新
釋
』
と
略
称
）
で
あ
る
。

以
下
に
そ
れ
を
参
照
し
て
み
る
に
、
ま
ず
は
令
の
当
該
条
文
に
つ

い
て
「
中
臣
氏
遠
祖
、
天
児
屋
命
の
天
神
よ
り
受
伝
ふ
勅
語
を
も
て

寿ヨ
詞コト
を
申
す
儀
な
り
。
天
神
は
天
照
大
神
・
高
木
神
を
申
す
な
ら

む
」
と
「
神
代
之
古
事
」
に
そ
く
し
て
解
き
進
め
る
。
こ
れ
に
は
細

注
を
付
し
て
「
此
寿
詞
は
台
記
大
嘗
祭
の
条
に
記
せ
ど
、
後
に
作
り

設
た
る
詞
と
き
こ
ゆ
れ
ば
、
定
め
が
た
く
て
記
さ
ず
」
と
、
あ
の
台

記
「
別
記
」
の
つ
た
え
る
中
臣
寿
詞
を
除
外
す
る
。
こ
の
取
扱
い
自

体
、
同
書
の
「
解
題
」
に
瀧
川
政
次
郎
氏
が
「
全
く
実
事
求
是
の
実

證
主
義
的
な
客
観
的
叙
述
を
以
て
貫
か
れ
て
い
る
。」（
29
頁
）
と
高

く
評
価
す
る
学
風
を
如
実
に
示
す
が
、『
新
釋
』
が
「
神
代
之
古
事
」

に
ひ
き
当
て
た
伝
承
は
、
神
代
下
第
九
段
〔
書
一
〕
の
一
節
で
あ
り
、

こ
れ
を
も
と
に
次
の
よ
う
に
説
く
。（
便
宜
、
私
に
句
読
点
を
施
す
）

（『
令
義
解
』）
謂
、
以

神
代
之
古
事

為

万
寿
之
宝
詞

也

は
、
神
代
紀
に
天
照
大
神
乃
賜

天
津
彦
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
八
坂

瓊
曲
玉
及
八
咫
鏡
草
薙
剣
三
種
宝
物

云
云
、
因カクテ
勅

皇
孫

曰

葦
原
千
五
百
秋
之
瑞ミツ
穂
国
、
是
吾
子
孫
可

王

ヘキ
シル

之
地クニ
也
。
宣

爾

皇
孫
就
而
治シラス
焉
。
行
矣
、
宝
祚
之
隆
、
当

与

天
壌

無ナカル
窮

者
矣
と
あ
る
故
事
に
て
、
中
臣
氏
人
は
神カム
祝ホキ
の
辞
を
掌シ
れ
ば
、

天
神
に
代
り
奉
り
御
即
位
の
初
に
寿ホキ
申
す
詞
と
な
り
。（
220
頁
）

中
臣
の
氏
人
は
神
祝
き
の
辞
を
職
掌
と
し
て
い
る
の
で
、
天
神
に
代

っ
て
天
皇
即
位
の
初
め
に
寿
ぎ
申
す
詞
だ
と
す
る
こ
の
説
明
は
、
前

掲
青
木
説
と
基
本
的
に
一
致
す
る
。
た
だ
、
青
木
説
で
は
天
神
の
行

為
に
ま
で
そ
の
説
明
が
及
ぶ
の
に
対
し
て
、
恐
ら
く
前
述
の
「
実
事

求
是
の
実
證
主
義
的
な
客
観
的
叙
述
」
を
旨
と
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う

が
、『
新
釋
』
は
『
令
義
解
』
の
注
「
神
代
之
古
事
」
に
あ
く
ま
で

忠
実
に
、
い
わ
ば
経
（
令
）、
注
（
令
義
解
）
に
そ
く
し
た
疏
通
に
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徹
し
て
、
そ
の
引
證
と
し
て
神
代
下
の
一
節
を
挙
げ
る
。

そ
れ
自
体
は
、『
令
義
解
』
の
注
す
る
「
神
代
之
古
事
」
に
神
代

下
の
一
節
が
つ
た
え
る
「
故
事
」
を
た
だ
引
き
当
て
る
だ
け
に
す
ぎ

な
い
。
問
題
は
、
む
し
ろ
そ
の
先
に
あ
る
。「
神
代
之
古
事
」
に
は

「
故
事
」
が
対
応
す
る
に
せ
よ
、
そ
の
内
実
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
引
用
し
た
神
代
下
の
一
節
の
中
程
に
『
新
釋
』
が
「
云
云
」

を
小
書
き
し
て
挿
入
す
る
と
お
り
、
そ
れ
以
前
の
降
臨
す
る
皇
孫
へ

の
「
三
種
宝
物
」
の
下
賜
、
以
降
の
い
わ
ゆ
る
「
天
壌
無
窮
の
神

勅
」
に
原
文
は
明
確
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
の
前
半
の
下
賜
し
た

「
三
種
宝
物
」
は
、
即
位
儀
礼
で
は
「
中
臣
奏

天
神
寿
詞

」
に
続

き
こ
れ
と
対
を
な
す
む
し
ろ
「
忌
部
上

神
璽
之
鏡
剣

」
に
つ
な
が

る
。
こ
の
関
連
を
棚
上
げ
し
た
ま
ま
、「
中
臣
氏
人
は
神
祝
の
辞
を

掌
れ
ば
、
天
神
に
代
り
奉
り
御
即
位
の
初
に
寿
申
す
詞
」
だ
け
を

「
神
代
之
古
事
」
に
つ
な
げ
る
こ
と
自
体
、
一
方
的
と
い
う
ほ
か
な

い
。
そ
も
そ
も
「
神
代
之
古
事
」
と
は
何
か
。

ど
の
み
ち
、
掘
り
下
げ
不
足
は
否
め
な
い
。「
神
代
之
古
事
」
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
の
引
證
と
し
た
「
故
事
」
が
、「
中
臣
氏

人
は
神
祝
の
辞
を
掌
れ
ば
」
と
ど
う
関
わ
る
の
か
、
さ
ら
に
「
天
神

に
代
り
奉
り
御
即
位
の
初
に
寿
申
す
詞
」
に
ど
う
結
び
つ
く
の
か
、

肝
腎
な
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、『
新
釋
』
は
な
に
も
語
ら
な
い
。

た
だ
、
そ
う
し
て
天
皇
の
即
位
儀
礼
が
「
故
事
」
に
関
わ
り
、
さ
ら

に
言
え
ば
そ
こ
に
根
ざ
す
、
あ
る
い
は
根
拠
を
置
く
こ
と
を
明
ら
か

に
示
唆
す
る
。
さ
れ
ば
、
な
に
も
即
位
に
限
る
ま
で
も
な
い
。
即
位

儀
礼
を
構
成
す
る
も
う
一
つ
の
大
嘗
を
含
め
、
そ
れ
が
原
則
だ
っ
た

に
違
い
な
い
。

こ
の
点
は
重
要
な
の
で
、
引
続
き
神
代
下
の
一
節
に
的
を
絞
り
補

足
し
て
み
る
に
、
天
照
大
神
が
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」
に
「
葦
原
千

五
百
秋
之
端
穂
国
、
是
吾
子
孫
可

王
之
地
也
。
宣

爾
皇
孫
就
而
治

焉
。」
と
い
う
一
節
は
、
こ
の
国
に
「
王
」
と
し
て
降
臨
し
統
治
す

る
こ
と
を
皇
孫
に
直
接
命
じ
た
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
そ
の
「
王
」

と
し
て
の
統
治
（
の
正
当
・
正
統
）
の
保
証
を
得
て
、
こ
こ
に
ま
さ

に
「
王
」
が
誕
生
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の
「
王
」
の
誕
生
を
基
に

即
位
を
儀
礼
化
し
た
の
が
、
す
な
わ
ち
天
皇
の
即
位
儀
礼
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
か
く
て
こ
そ
、
即
位
儀
礼
が
天
皇
を
誕
生
さ
せ
、
そ
れ
の

正
当
・
正
統
を
保
証
す
る
根
拠
と
し
て
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」
は
位

置
す
る
。
も
う
一
方
の
「
三
種
宝
物
」
も
、
当
然
同
じ
位
置
に
立
つ
。

も
と
よ
り
、
そ
の
二
つ
は
『
新
釋
』
の
い
う
「
故
事
」
で
あ
る
以

上
に
、
な
に
よ
り
神
代
紀
を
構
成
す
る
伝
承
の
一
部
で
あ
る
。
遡
れ

ば
、
当
然
こ
の
伝
承
そ
の
も
の
が
即
位
儀
礼
と
不
可
分
の
関
わ
り
を

も
つ
。
伝
承
と
は
、
と
ど
の
つ
ま
り
神
代
紀
そ
の
も
の
だ
か
ら
、
天

皇
を
誕
生
さ
せ
る
即
位
儀
礼
の
い
わ
ば
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
さ
ら

に
踏
み
込
ん
で
い
え
ば
拠
り
ど
こ
ろ
と
す
べ
く
、「
王
」
の
誕
生
を

中
心
と
し
た
神
代
紀
の
展
開
を
は
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
神
代
紀

の
構
想
に
お
の
ず
か
ら
発
展
す
る
こ
の
見
通
し
に
探
り
を
入
れ
る
こ
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と
を
、
小
稿
は
課
題
と
す
る
。
持
統
天
皇
に
よ
る
天
武
天
皇
の
事
業

の
ひ
き
継
ぎ
や
そ
れ
に
深
く
関
わ
る
中
臣
大
嶋
の
存
在
な
ど
の
既
往

の
論
述
は
、
実
は
こ
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
に
向
け
た
土
台
作
り
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
こ
か
ら
が
本
題
で
あ
る
。

九
、
即
位
儀
礼
と
神
話
、
そ
の
古
事
記
偏
重
の
言
説

先
学
が
こ
れ
ま
で
積
み
あ
げ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
と
は
、

必
然
的
に
一
線
を
画
す
と
は
い
え
、
そ
の
成
果
を
無
視
は
で
き
な
い
。

参
照
す
べ
き
こ
と
は
当
然
だ
が
、
た
だ
そ
れ
ら
に
も
ま
た
、
問
題
が

少
な
く
な
い
。
な
か
ん
ず
く
即
位
儀
礼
を
古
事
記
の
伝
承
に
そ
く
し

て
論
じ
る
点
に
そ
れ
は
著
し
く
、
前
節
に
採
り
あ
げ
た
『
新
釋
』
の

所
説
と
も
、
そ
れ
は
あ
い
容
れ
な
い
。

さ
き
に
言
及
し
た
岡
田
精
司
氏
『
古
代
祭
祀
の
史
的
研
究
』（
そ

の
第
一
章
の
「
五

即
位
儀
礼
と
天
孫
降
臨
神
話
」
61
頁
）
で
は

「
天
孫
降
臨
神
話
と
令
制
の
即
位
儀
と
は
、
そ
の
内
容
の
一
致
す
る

と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
神
話
に
は
か
つ
て
三
品
彰

英
氏
が
整
理
し
た
よ
う
に
異
伝
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

『
古
事
記
』
の
所
伝
に
つ
い
て
み
よ
う
。」
と
い
う
よ
う
に
古
事
記

の
所
伝
に
そ
く
し
て
即
位
儀
礼
と
の
比
較
検
討
を
進
め
る
。
こ
の
岡

田
説
ほ
か
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
論
考
が
、
石
野
雅
彦
氏
「
四

古

代
国
家
と
即
位
儀
｜
レ
ガ
リ
ア
奉
上
儀
を
中
心
に
｜
」（
林
陸
郎
・

鈴
木
靖
民
編
『
日
本
古
代
の
国
家
と
祭
儀
』
89
頁
。
一
九
九
七
年
六

月
。
雄
山
閣
出
版
）
で
あ
る
。「
奈
良
時
代
の
即
位
儀
と
天
孫
降
臨

と
の
類
似
性
」
に
つ
い
て
「
特
に
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
第ママ

一
ノ
一
書
と
の
類
似
性
が
著
し
い
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
採
り
あ
げ

る
の
は
や
は
り
古
事
記
所
伝
で
あ
る
。
念
の
た
め
、
そ
の
古
事
記
の

所
伝
を
も
と
に
即
位
儀
と
比
較
し
て
導
く
石
野
氏
の
論
考
の
一
節
を

次
に
引
用
す
る
。

ａ

ア
マ
テ
ラ
ス
か
ら
ア
メ
ノ
ホ
シ
ホ
ミ
ミ
に
天
降
り
が
命
じ

ら
れ
る
。

ｂ

ホ
シ
ホ
ミ
ミ
が
装
束
し
て
い
る
間
に
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
が
生
ま

れ
た
の
で
、
改
め
て
ニ
ニ
ギ
に
「
此
豊
葦
原
水
穂
国
者
、

汝
将

知
国
、
言
依
賜
。
故
。
随

命
以
可

天
降
。」
と
の

瑞
穂
国
統
治
の
神
勅
が
下
る
。

ｃ

ア
マ
テ
ラ
ス
か
ら
宝
器
三
種
を
授
け
ら
れ
、「
此
之
鏡
者
、

専
為

我
御
魂

而
、
如

拝

吾
前
、
伊
都
岐
奉
」
と
の
神

勅
が
あ
る
。

ｄ

天
石
位
を
離
れ
、
天
八
重
多
那
雲
を
押
し
分
け
、
高
千
穂

の
峰
に
降
臨
す
る
。

ｅ

ニ
ニ
ギ
が
「
此
地
者
、
向

韓
国
、
真

来
通
笠
沙
之
御
前

而
、
朝
日
之
直
刺
国
、
夕
日
之
日
照
国
也
。
故
、
此
地
甚

吉
地
。」
と
詔
る
。

こ
れ
と
持
統
天
皇
の
即
位
儀
を
比
較
す
る
と
、
ま
ず
ｂ
の
瑞
穂

国
統
治
の
神
勅
が
中
臣
の
寿
詞
に
相
当
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
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る
。
天
神
の
寿
詞
は
、
天
皇
に
対
す
る
天
神
か
ら
の
寿
詞
を
中

臣
が
代
わ
っ
て
奏
す
る
も
の
で
あ
り

、『
令
義
解
』
神
祇
令

践
祚
条
に
は
、「
中
臣
奏

天
神
之
寿ママ
。
謂
。
以

神
代
之
古
事
。

為

万
壽
之
寶
詞

也
。」
と
見
え
、
ｂ
が
「
神
代
之
古
事
」
に

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
ｃ
の
宝
器
授
受
が
忌
部
の
鏡
剣
奉
上
に
、
ｄ
の
高
千

穂
降
臨
が
高
御
座
へ
の
着
座
に
、
ｅ
の
詔
が
即
位
宣
命
に
当
た

る
こ
と
は
、
す
で
に
岡
田
氏
の
指
摘
が
あ
る

。

右
に
引
く
一
節
中
、

に
前
掲
土
橋
寛
氏
「
中
臣
寿
詞
と
持
統
朝
」

（『
日
本
古
代
の
呪
禱
と
説
話
』）
を
、
ま
た

に
同
じ
く
前
掲
岡
田

精
司
氏
「
大
王
就
任
儀
礼
の
原
形
と
そ
の
展
開
｜
即
位
と
大
嘗
祭

｜
」（『
古
代
祭
祀
の
史
的
研
究
』）
を
そ
れ
ぞ
れ
後
注
に
挙
げ
る２

）
。

こ
れ
ら
先
学
説
を
踏
ま
え
た
論
述
と
は
別
に
、「
考
え
ら
れ
る
」「
思

わ
れ
る
」
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
根
拠
を
欠
く
。
古
事
記
所
伝

に
も
と
づ
く
そ
う
し
た
考
え
が
、『
新
釋
』
の
神
代
紀
の
「
故
事
」

を
ひ
き
当
て
る
説
を
は
た
し
て
克
服
し
て
い
る
の
か
、
や
は
り
疑
い

は
拭
え
な
い
。

問
題
は
、
し
か
し
個
別
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
神
話
と
即
位
儀
礼
と

の
「
類
似
」
な
い
し
「
類
似
性
」
な
く
し
て
は
、
確
か
に
互
い
の
関

係
も
成
り
た
ち
得
な
い
と
は
い
え
、
そ
れ
を
金
科
玉
条
と
す
る
考
察

で
は
、
表
面
を
た
だ
な
ぞ
る
だ
け
に
終
始
し
か
ね
な
い
。「
類
似
」

な
ど
と
い
っ
た
内
容
上
の
漠
然
と
し
た
現
象
を
前
提
と
す
る
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
明
確
な
指
標
な
か
ん
ず
く
徴
証
こ
そ
、
考
察
の
土
台

に
据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
候
補
が
、
中
臣
と
忌
部
で
あ
る
。

名
負
い
の
氏
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
伝
来
の
職
掌
を
も
つ
。
即
位
儀

礼
に
そ
の
職
掌
を
も
っ
て
奉
仕
す
る
と
共
に
、
神
話
に
も
顕
著
な
は

た
ら
き
を
み
せ
る
。
そ
の
相
関
こ
そ
、
即
位
儀
礼
と
神
話
そ
れ
ぞ
れ

の
あ
り
か
た
を
規
定
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

十
、
神
代
上
第
七
段
の
日
神
系
一
書
、
そ
の
中
臣
と
忌
部

も
っ
と
も
、
神
話
の
つ
た
え
る
中
臣
と
忌
部
を
め
ぐ
っ
て
は
、
厄

介
な
問
題
が
つ
き
ま
と
う
。
所
伝
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
二
氏
の
関
係

に
少
な
か
ら
ず
相
違
が
生
じ
て
い
る
。
た
と
え
ば
横
田
健
一
氏
『
日

本
古
代
神
話
と
氏
族
伝
承
』（
そ
の
「
第
七
章

中
臣
氏
と
卜
部
」

234
頁
。
一
九
八
二
年
四
月
。
塙
書
房
）
は
「
総
じ
て
、『
記
』『
紀
』

の
神
話
全
体
で
は
忌
部
氏
系
の
神
々
、
と
く
に
本
宗
の
祖
神
フ
ト
ダ

マ
命
の
活
躍
は
決
し
て
天
児
屋
命
に
遜
色
な
く
、
少
な
く
と
も
対
等

の
印
象
を
与
え
る
。」、
ま
た
あ
る
い
は
「
原
初
の
『
記
』『
紀
』
編

者
の
本
来
の
態
度
は
、
中
臣
氏
と
忌
部
氏
と
両
方
の
所
伝
を
平
等
に
、

公
平
に
扱
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」
と
指
摘
す
る
。
ま
た
一

方
、
記
紀
に
共
通
の
い
わ
ば
「
対
等
」「
平
等
」
の
原
則
に
外
れ
る
、

第
七
段
〔
書
三
〕
の
「
中
臣
連
遠
祖
、
興こご
台と
産むす
霊ひ
児
、
天
児
屋
命
」

に
つ
い
て
は
「
こ
の
第
三
ノ
一
書
で
は
、
天
児
屋
命
は
独
自
の
は
た

ら
き
を
し
て
い
る
よ
う
に
語
ら
れ
、
と
く
に
、
後
述
す
る
よ
う
に
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『
解
除
之
太
諄
辞
』
を
宣
し
て
い
る
こ
と
は
、
律
令
時
代
の
中
臣
氏

の
独
自
な
職
能
を
反
映
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
説

き
、
そ
の
挙
句
に
「
そ
し
て
中
臣
氏
が
や
や
優
位
を
示
す
、
と
っ
て

つ
け
た
よ
う
な
記
事
は
、『
記
』『
紀
』
編
集
に
際
し
て
、
中
臣
氏
が

そ
の
本
宗
と
な
っ
て
き
た
藤
原
氏
の
勢
威
を
借
り
て
挿
入
し
た
も
の

と
考
え
て
よ
い
。」
と
ま
で
断
じ
て
い
る３

）
。

か
く
て
横
田
説
は
、
藤
原
氏
の
勢
威
を
持
ち
出
し
て
「
挿
入
」
に

ま
で
論
が
発
展
す
る
。
論
証
の
域
を
越
え
て
い
る
け
れ
ど
も
、
中
臣

と
忌
部
の
両
氏
が
、
関
係
の
内
実
は
と
も
か
く
、
互
い
に
組
み
合
っ

て
対
応
す
る
つ
な
が
り
を
も
ち
、
古
事
記
と
日
本
書
紀
と
を
通
じ
て

そ
れ
の
関
係
に
変
化
が
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
れ
だ
け
に
「
中
臣
連
遠

祖
、
興
台
産
霊
児
、
天
児
屋
命
」
を
め
ぐ
る
記
事
は
後
の
「
挿
入
」

と
考
え
る
ほ
か
な
い
こ
と
、
こ
う
し
た
核
心
的
な
内
容
は
示
唆
に
富

む
。
即
位
儀
礼
と
の
関
連
の
上
で
は
、
神
祇
令
践
祚
条
の
「
凡
践
祚

之
日
、
中
臣
奏

天
神
寿
詞
、
忌
部
上

神
璽
之
鏡
剣
。」
と
い
う
中

臣
・
忌
部
両
氏
の
組
み
合
わ
せ
が
確
実
に
一
致
す
る
。
さ
ら
に
後
者

の
横
田
氏
が
「
挿
入
」
と
断
じ
る
記
述
に
し
て
も
、
持
統
天
皇
四
年

正
月
の
即
位
と
十
一
月
の
大
嘗
に
共
に
神
祇
伯
中
臣
大
嶋
の
奉
仕
し

た
「
読

天
神
寿
詞

」
に
つ
な
が
る
。
そ
の
限
り
、
横
田
説
を
即
位

儀
礼
が
裏
付
け
る
か
の
ご
と
く
、
互
い
に
内
容
の
重
な
る
こ
の
相
関

に
は
、
確
か
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
。

た
だ
し
、
中
臣
と
忌
部
を
め
ぐ
る
所
伝
の
実
際
は
、
そ
れ
ほ
ど
単

純
に
律
し
切
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
神
代
紀
に
限
っ
て
も
、
第
七
段

〔
書
三
〕
だ
け
を
特
別
視
す
る
こ
と
自
体
、
実
態
と
は
乖
離
す
る
。

す
な
わ
ち
こ
の
一
書
は
、
第
七
段
の
な
か
で
は
〔
書
二
〕
と
共
に
日

神
系
に
属
し
、「
挿
入
」
な
ど
と
は
あ
い
容
れ
な
い
上
に
、
天
児
屋

命
の
功
績
を
際
立
た
せ
る
そ
の
内
容
じ
た
い
、
日
神
系
に
固
有
の
特

徴
に
連
な
る
か
ら
で
あ
る
。
日
神
系
と
こ
れ
に
対
応
す
る
天
照
系
な

ど
と
い
っ
た
神
代
上
の
各
段
の
構
成
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
著
に
論
じ

て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
踏
ま
え
、
日
神
系
の
一
書
が
つ
た

え
る
日
神
の
石
窟
に
幽
居
し
た
際
の
神
神
の
対
処
を
中
心
に
考
察
を

加
え
る
。
ま
ず
は
、
該
当
す
る
一
節
を
次
に
抜
き
出
し
て
示
す
。

〔
書
二
〕

于

時
、
諸
神
憂
之
、
乃
使

鏡
作
部
遠
祖
天
糠
戸

者
造

鏡
、
忌
部
遠
祖
太
玉
者
造

幣
、
玉
作
部
遠
祖

豊
玉
者
造

玉
。（
中
略
）
凡
此
諸
物
皆
来
聚
集
。

（
Ａ
）

時
、
中
臣
遠
祖
天
児
屋
命
、
則
以

神
祝

祝
之
。

（
Ｂ
）

於

是
、
日
神
方
開

磐
戸

而
出
焉
。（
Ｃ
）

〔
書
三
〕

諸
神
遣

中
臣
連
遠
祖
興
台
産
霊
児
、
天
児
屋
命

而
使

祈
焉
。（
Ａ
）

於

是
、
天
児
屋
命
掘

天
香
山
之
真
坂
木

而
上

枝
懸
以

鏡
作
遠
祖
天
抜
戸
児
、
石
凝
戸
辺
所

作
八

咫
鏡
、
中
枝
懸
以

玉
作
遠
祖
伊
弉
諾
尊
児
、
天
明
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玉
所

作
八
坂
瓊
之
曲
玉
、
下
枝
懸
以

国
忌
部
遠

祖
天
日
鷲
所

作
木
綿
、
乃
使

忌
部
首
遠
祖
太
玉
命

執
取

而
広
厚
称
辞
祈
啓
矣
。（
Ｂ
）

于

時
、
日
神
聞
之
曰
「
頃
者
人
雖

多
請
、
未

有

若

此
言
之
麗
美
者

也
。」
乃
細
開

磐
戸

而
窺

之
。（
Ｃ
）

便
宜
、
段
落
分
け
を
施
し
た
が
、
各
段
に
付
し
た
（
Ａ
）
以
下
の
記

号
が
合
致
す
る
と
お
り
、
全
体
の
構
成
を
共
有
す
る
。（
Ａ
）
が

「
諸
神
」
に
よ
る
最
初
の
対
処
、（
Ｃ
）
が
「
日
神
」
の
石
窟
か
ら

の
出
御
と
い
う
結
果
、
こ
の
結
果
を
も
た
ら
し
た
（
Ｂ
）
が
核
心
部

分
に
当
た
る
。

そ
の
（
Ｂ
）
に
あ
っ
て
、
天
児
屋
命
の
単
独
で
の
「
以

神
祝

祝

之
」
を
強
調
す
る
〔
書
二
〕
に
対
し
て
、
神
事
の
全
て
を
天
児
屋
命

一
神
に
集
中
さ
せ
て
い
る
の
が
〔
書
三
〕
で
あ
る
。〔
書
二
〕
で
は
、

（
Ａ
）
に
「
諸
神
」
に
よ
る
神
事
の
細
々
と
し
た
差
配
を
大
き
く
つ

た
え
る
が
、〔
書
三
〕
は
そ
れ
を
含
む
一
切
を
、（
Ｂ
）
に
移
し
て
天

児
屋
命
の
も
と
に
置
く
。
念
の
た
め
に
付
言
す
れ
ば
、
そ
の
最
後
の

「
乃
」
以
下
の
一
節
に
つ
い
て
も
、「
使
」
を
文
末
に
及
ぶ
と
み
な

し
て
「
乃
ち
忌
部
首
の
遠
祖
太
玉
命
を
し
て
執
り
取も
た
し
め
て
、ア

）
広

く
厚
く
称たたへ
辞ごと
をイ

）
へ
て
祈の
み
啓
さ
し
む
」（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に

よ
る
。
傍
線
を
付
し
た
箇
所
を
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
は
そ
れ

ぞ
れ
（
ア
）「
き
」、（
イ
）
無
記
と
す
る
）
と
訓
む
の
が
通
例
で
あ

る
。
そ
れ
以
前
に
つ
た
え
る
諸
種
の
祭
具
を
太
玉
命
に
「
執
り
取
た

し
め
て
」
い
る
以
上
、
天
児
屋
命
じ
し
ん
を
「
広
厚
称
辞
祈
啓
」
の

主
語
と
み
な
す
の
が
筋
で
あ
る
。
そ
れ
で
こ
そ
、〔
書
二
〕
の
「
以

神
祝

祝
之
」
に
対
応
す
る
。
ま
た
そ
う
し
た
天
児
屋
命
の
「
広
厚

称
辞
」
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
後
に
素
戔
嗚
尊
を
追
放
す
る
に
当
た
っ
て

科
し
た
「
解
除
は
ら
へ

」
に
伴
う
「
乃
使

天
児
屋
命
掌

其
解
除
之
太
諄
辞

而
宣

之
」
と
い
う
「
解
除
之
太
諄
辞
」
に
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。

か
く
て
〔
書
二
〕
の
「
神
祝
」
を
ひ
き
継
ぎ
、〔
書
三
〕
が
こ
れ

を
「
広
厚
称
辞
」
に
集
約
す
る
神
事
へ
と
展
開
を
は
か
っ
た
こ
と
は

疑
い
を
容
れ
な
い
。
し
か
し
、〔
書
三
〕
の
ね
ら
い
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。
前
掲
（
Ｃ
）
の
日
神
の
「
頃
者
」
以
下
の
こ
と
ば
を
ひ
き

出
す
こ
と
に
、
む
し
ろ
力
点
を
置
く
で
あ
ろ
う
。
日
神
に
石
窟
か
ら

の
出
御
を
決
意
さ
せ
る
要
因
を
、〔
書
二
〕
の
わ
ず
か
に
「
於

是
」

と
つ
な
げ
て
文
脈
に
委
ね
る
よ
う
な
曖
昧
な
も
の
と
は
せ
ず
、
天
児

屋
命
の
「
広
厚
称
辞
祈
啓
」
を
指
し
て
、
日
神
み
ず
か
ら
「
未

有

若

此
言
之
麗
美
者

也
」
と
最
大
限
評
価
す
る
か
た
ち
を
と
り
、
こ

れ
を
出
御
決
断
に
直
結
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
を
も
た
ら
す
一
切
を
挙

げ
て
そ
の
天
児
屋
命
の
言
に
帰
す
。

も
と
よ
り
、
こ
の
天
児
屋
命
が
中
臣
氏
の
遠
祖
で
あ
り
、〔
書
二
〕

の
「
神
祝
」、〔
書
三
〕
の
「
広
厚
称
辞
」
が
日
神
の
出
御
を
導
く
と

い
う
展
開
上
、
か
の
持
統
天
皇
の
即
位
儀
礼
を
、
即
位
と
大
嘗
と
も

に
神
祇
伯
の
中
臣
大
嶋
の
「
読

天
神
寿
詞

」
を
中
心
に
執
り
行
っ
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た
こ
と
、
い
わ
ば
そ
の
「
天
神
寿
詞
」
が
天
皇
持
統
の
出
現
を
導
い

た
こ
と
と
そ
れ
が
符
合
す
る
こ
と
に
、
偶
然
の
介
在
す
る
余
地
な
ど

あ
り
得
な
い
。
そ
し
て
前
述
の
と
お
り
こ
こ
に
「
挿
入
」
を
も
ち
こ

む
横
田
説
を
採
ら
な
い
と
す
れ
ば
、〔
書
二
〕〔
書
三
〕
の
一
体
的
な

展
開
に
か
ん
が
み
て
、
日
神
系
の
一
書
全
体
に
こ
の
符
合
が
及
ぶ
と

み
る
の
が
、
こ
れ
ま
た
筋
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
素
戔
嗚
尊
に
科
し

た
「
解
除
は
ら
へ

」
に
伴
う
、
天
児
屋
命
の
言
語
呪
術
を
際
立
た
せ
る
〔
書

三
〕
の
「
解
除
之
太
諄
辞
」
に
、〔
書
二
〕
の
「（
祓
具
を
素
戔
嗚
尊

に
科
し
）、
用

此
解
除
竟
、
遂
以

神
逐
之
理

逐
之
」
が
対
応
す
る
。

こ
れ
に
は
、
し
か
し
主
語
を
明
示
し
な
い
。「
諸
神
」
を
想
定
す
る

の
が
自
然
だ
が
、
そ
の
こ
と
も
含
め
、
た
だ
「
解
除
」
に
と
ど
ま
る

域
を
大
き
く
踏
み
越
え
、
言
語
呪
術
と
し
て
の
そ
の
特
質
を
際
立
た

せ
る
の
が
「
解
除
之
太
諄
辞
」
で
あ
り
、
そ
れ
と
「
広
厚
称
辞
」
と

あ
い
ま
っ
て
、〔
書
三
〕
を
構
成
す
る
主
要
な
柱
、
す
な
わ
ち
日
神

の
石
窟
出
御
と
素
戔
嗚
尊
の
放
逐
と
に
決
定
的
な
役
割
を
天
児
屋
命

が
果
た
す
。

先
に
指
摘
し
た
符
合
と
は
、
ま
さ
に
一
方
に
日
神
系
の
一
書
が
展

開
す
る
天
児
屋
命
を
め
ぐ
る
こ
の
事
実
が
あ
り
、
こ
れ
が
も
う
一
方

の
持
統
天
皇
の
即
位
儀
礼
に
中
臣
大
嶋
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し

た
と
い
う
歴
史
の
事
実
と
あ
た
か
も
あ
わ
せ
鏡
の
よ
う
に
照
ら
し
あ

う
重
な
り
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
符
合
を
ど
う
捉
え
る
か
、
そ
の

解
釈
が
問
題
に
は
違
い
な
い
が
、
実
は
答
え
は
す
で
に
出
て
い
る
。

す
な
わ
ち
前
述
の
と
お
り
天
武
天
皇
十
年
に
律
令
の
編
纂
と
歴
史
の

編
述
に
着
手
し
、
こ
の
事
業
を
持
統
天
皇
が
ひ
き
継
ぎ
、
そ
う
し
て

即
位
す
る
。
即
位
儀
も
、
こ
の
事
業
を
踏
ま
え
、
な
か
ん
ず
く
即
位

を
令
（
神
祇
令
践
祚
条
。
浄
御
原
令
）
に
の
っ
と
り
執
り
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
と
平
行
し
て
歴
史
の
編
述
作
業
も
進
ん
で
い
た
は
ず
だ

け
れ
ど
も
、
こ
の
執
筆
を
中
臣
大
嶋
が
担
い
、
即
位
儀
礼
に
「
天
神

寿
詞
」
を
大
嶋
が
読
む
。
そ
の
拠
り
ど
こ
ろ
こ
そ
、
遠
祖
た
る
天
児

屋
命
の
〔
書
三
〕
が
つ
た
え
る
「
広
厚
称
辞
」
で
あ
り
、
ま
た
「
解

除
之
太
諄
辞
」
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
執
筆
を
担
う
大
嶋
の
遠
祖
を

大
写
し
に
す
る
神
代
紀
が
即
位
儀
礼
に
「
天
神
寿
詞
」
を
読
む
神
祇

伯
大
嶋
を
支
え
る
構
図
が
、
そ
こ
に
確
か
な
像
を
結
ぶ
。

十
一
、
日
神
系
と
天
照
系
と
の
対
応
、
切
り
分
け

一
方
、
日
神
系
と
は
対
照
的
に
、
同
じ
第
七
段
に
先
出
す
る
天
照

系
の
〔
本
伝
〕〔
書
一
〕
に
天
児
屋
命
の
影
は
い
か
に
も
薄
い
。〔
本

伝
〕
は
、
そ
れ
で
も
天
児
屋
命
を
太
玉
命
と
組
み
合
わ
せ
、
天
照
大

神
の
石
窟
幽
居
に
際
し
て
の
神
事
に
「
中
臣
遠
祖
天
児
屋
命
・
忌
部

遠
祖
太
玉
命
、
掘

天
香
山
之
五
百
箇
真
坂
樹
、（
こ
の
枝
に
祭
具
を

掛
け
）、
相
与
致

其
祈
禱

焉
」
と
つ
た
え
る
。
大
神
の
出
御
後
に

つ
い
て
も
、「
於

是
、
中
臣
神
・
忌
部
神
、
則
界
以

端
出
之
縄
、

乃
請
曰
、
勿

復
還
幸
。」
と
組
み
合
わ
せ
を
保
つ
。〔
書
一
〕
に
至

っ
て
は
、
二
神
の
名
さ
え
全
く
つ
た
え
が
な
い
。
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対
照
的
と
は
、
こ
の
場
合
、
そ
れ
を
意
図
的
に
な
し
た
こ
と
を
含

意
す
る
。
天
児
屋
命
に
当
た
る
の
が
、
天

女
命
で
あ
る
。〔
本
伝
〕

を
例
に
採
れ
ば
、
石
窟
に
幽
居
し
た
天
照
大
神
に
対
す
る
神
事
に
お

い
て
、
右
に
引
用
し
た
天
児
屋
命
と
太
玉
命
に
よ
る
「
祈
禱
」
の
直

後
に
、
天

女
命
を
次
の
よ
う
に
つ
た
え
る
。
比
較
の
便
宜
上
、
さ

き
（
124
頁
）
に
引
用
し
た
〔
書
三
〕
と
同
じ
く
段
落
分
け
を
施
し
て

示
す
。〔

本
伝
〕

于

時
、
八
十
万
神
会

於
天
安
河
辺
、
計

其
可

禱
之
方
。（
Ａ
）

（
前
掲
天
児
屋
命
と
太
王
命
の
「
祈
禱
」）
又

女
君
遠
祖
天

女
命
、
則
手
持

茅
纏
之

、
立

於

天
窟
戸
之
前
、
巧
作

俳
優
。
亦
以

天
香
山
之
真
坂

樹

為

鬘
、
以

蘿
為

手

而
火
処
焼
、
覆
槽
置
、

顕
神
明
之

談
。（
Ｂ
）

是
時
、
天
照
大
神
聞
之
而
曰
「
吾
比
閉

居
石
窟
、

謂

当

豊
葦
原
中
国
必
為

長
夜
、
云
何
天

女
命

楽
如

此
者
乎
。」
乃
以

御
手
、
細
開

磐
戸
、
窺

之
。（
Ｃ
）

〔
書
三
〕
と
の
対
応
は
、（
Ｂ
）
を
核
と
し
て
、
そ
の
天

女
命
の

「
巧
作

俳
優

」
や
「
顕
神
明
之

談
」
が
（
Ｃ
）
に
天
照
大
神
の

出
御
を
導
く
と
い
う
構
成
を
は
じ
め
、
細
部
で
は
（
Ｃ
）
に
「
細
開

磐
戸

而
窺
之
」
を
共
有
す
る
。
こ
の
出
御
を
め
ぐ
る
場
面
で
は
、

〔
書
三
〕
が
な
に
の
前
触
れ
も
な
く
「
是
時
、
天
手
力
雄
神
、
侍

磐
戸
側

則
引
開
之
者
」
と
手
力
雄
神
を
登
場
さ
せ
て
い
る
が
、〔
本

伝
〕
が
事
前
に
「
亦
以

手
力
雄
神
、
立

磐
戸
之
側

」
と
周
到
に

準
備
し
て
い
た
配
置
を
暗
に
踏
ま
え
る
。
前
触
れ
の
な
い
そ
の
登
場

を
中
心
に
、〔
本
伝
〕
と
つ
き
合
わ
せ
て
示
せ
ば
、

〔
本
伝
〕

亦
以

手
力
雄
神
、
立

磐
戸
之
側
、（
神
事
）、
細

開

磐
戸

窺
之
。
手
力
雄
神
、
則
奉

承
天
照
大
神

之
手
、
引
而
奉
出
。

〔
書
三
〕

（
手
力
雄
神
の
配
置
を
暗
に
踏
ま
え
）、（
神
事
）、

細
開

磐
戸

而
窺
之
。
是
時
、
天
手
力
雄
神
、
侍

磐
戸
側

則
引
開
之
者
、

右
の
と
お
り
ほ
と
ん
ど
逐
語
的
に
対
応
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
た
と

え
ば
〔
本
伝
〕
の
右
に
引
く
一
節
の
最
後
の
「
引
而
奉
出
」
に
「
天

照
大
神
の
御
手
を
お
取
り
し
、
引
い
て
お
出
し
申
し
あ
げ
た
。」（
新

編
日
本
古
典
文
学
全
集
の
訳
文
）
と
訳
を
与
え
る
け
れ
ど
も
、「
引

い
て
」
の
目
的
語
を
「
御
手
」
と
み
な
す
よ
う
な
こ
の
解
釈
は
、
手

を
引
く
を
想
定
す
る
は
ず
だ
が
、「
奉○

承
」「
奉○

出
」
な
ど
の
敬
語
表

現
と
の
違
い
に
配
慮
を
欠
く
と
い
う
ほ
か
な
い
。〔
書
三
〕
の
「
引

開
」
こ
そ
、
そ
の
実
質
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
一
端
の
事
実
を
小
と
す
れ
ば
、
大
は
全
体
に
及
ぶ
構
成
が
そ

れ
に
当
た
る
が
、
い
ず
れ
も
〔
本
伝
〕
と
〔
書
三
〕
と
の
対
応
を
明

確
に
裏
付
け
る
。
そ
れ
が
、
右
に
確
か
め
た
傍
線
部
や
波
線
部
の
記
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述
、
表
現
を
含
む
構
成
全
体
に
及
ぶ
事
実
は
、〔
本
伝
〕
の
記
述
そ

の
も
の
を
対
象
に
差
違
化
を
は
か
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
具

体
的
に
は
、
天
児
屋
命
・
太
玉
命
の
対つい
を
な
す
二
神
の
組
み
合
わ
せ

か
ら
天
児
屋
命
一
神
に
転
換
・
特
化
し
、
天

女
命
の
「
巧
作

俳

優

」「
顕
神
明
之

談
」
へ
収
斂
す
る
展
開
を
踏
ま
え
、
か
つ
こ
れ

に
そ
く
し
て
「
広
厚
称
辞
祈
啓
」
を
中
心
と
す
る
展
開
を
導
い
た
は

ず
で
あ
る
。
た
が
い
の
緊
密
な
対
応
に
照
ら
し
て
、
二
神
の
組
み
合

わ
せ
と
一
神
の
特
化
と
を
、
各
展
開
に
合
わ
せ
て
切
り
分
け
た
蓋
然

性
が
高
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
承
の
独
自
を
、
そ
う
し
て
対
応
を
は
か

り
な
が
ら
演
出
し
た
と
い
う
の
が
そ
の
実
態
で
あ
る
。

十
二
、
第
七
段
を
ひ
き
継
ぐ
第
九
段
、
そ
の
〔
書
一
〕
と

〔
書
二
〕

そ
し
て
こ
の
第
七
段
を
も
っ
て
、
天
照
系
と
日
神
系
と
の
対
応
に

幕
を
下
ろ
す
。
日
神
系
の
終
焉
と
共
に
、
天
児
屋
命
に
特
化
し
た
伝

承
も
姿
を
消
す
。
こ
の
後
、
神
代
下
に
入
り
、
第
九
段
の
〔
書
一
〕

が
天
照
系
の
伝
承
を
ひ
き
継
ぐ
。
さ
ら
に
〔
書
二
〕
も
、
実
は
同
じ

よ
う
に
天
照
系
の
伝
承
を
ひ
き
継
い
で
い
る
。

天
照
系
単
独
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
二
つ
の
一
書
が
引
き
継
ぎ
に

歩
調
を
合
わ
せ
る
ほ
う
が
む
し
ろ
自
然
な
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
歩

調
は
逆
に
独
自
を
強
め
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
一
書
全
体
の
基
調

に
か
か
わ
る
。
な
か
ん
ず
く
直
接
的
に
も
、
前
掲
（
127
頁
）
の
第
七

段
〔
本
伝
〕
の
段
落
分
け
し
た
な
か
の
（
Ｂ
）
に
顕
著
な
天

女
命

の
活
躍
、
こ
れ
を
ひ
き
継
ぐ
の
が
、
第
九
段
で
は
〔
書
一
〕
で
あ
る
。

一
方
、
第
七
段
の
そ
の
（
Ｂ
）
に
先
行
す
る
天
児
屋
命
・
太
玉
命
を

組
み
合
わ
せ
た
二
神
の
活
躍
、〔
書
二
〕
は
こ
れ
を
ひ
き
継
ぐ
。
た

が
い
に
相
補
的
な
関
係
に
立
つ
こ
の
各
一
書
を
特
徴
づ
け
る
の
も
、

端
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
〔
書
一
〕
の
天

女
命
、〔
書
二
〕
の
く
だ
ん

の
二
神
で
あ
る
。

〔
書
一
〕
で
は
、
皇
孫
の
天
降
る
八
達
の
衢ちまたに
奇
怪
な
神
が
居
る

と
い
う
先
駆
者
の
報
告
に
八
十
万
神
が
対
処
し
か
ね
て
い
る
な
か
、

天
照
大
神
の
「
故
特
勅

天

女

曰
、
汝
是
目

勝
於
人

者
、
宜

往
問

之
。」
と
い
う
勅
に
よ
り
、
天

女
は
こ
の

田
彦
大
神
と
名

告
る
衢
神
と
対
峙
す
る
。
そ
し
て
、
天
降
る
皇
孫
を
出
迎
え
待
っ
て

い
る
と
い
う
理
由
や
皇
孫
の
天
降
り
先
な
ど
を
聴
き
出
し
て
報
告
し
、

そ
の
あ
と
こ
の
神
を
伊
勢
の
五
十
鈴
川
上
ま
で
送
っ
て
結
末
を
迎
え

る
が
、
神
と
対
峙
す
る
さ
ま
を
「
天

女
、
乃
露

其
胸
乳
、
抑

裳

帯
於
臍
下

而
咲

向
立
」
と
つ
た
え
る
。
さ
き
に
第
七
段
〔
本
伝
〕

が
石
窟
に
幽
居
す
る
天
照
大
神
に
「
云
何
天

女
命

楽
如

此
者

乎
」
と
不
審
を
抱
か
せ
た
と
つ
た
え
る
、
か
の
「
巧
作

俳
優

」
や

「
火
処
焼
、
覆
槽
置
、
顕
神
明
之

談
」
に
そ
れ
は
明
ら
か
に
対
応

す
る
。
衢
神
の

田
彦
大
神
を
「
汝
為
之
何
故
耶
」
と
同
じ
く
不
審

に
駆
り
た
て
て
い
る
と
お
り
、
異
形
、
奇
怪
な
振
る
舞
い
や
所
作
を

特
質
と
す
る
だ
け
に
、
多
分
に
呪
術
的
行
為
を
彷
彿
さ
せ
る
。
念
の
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た
め
付
言
す
れ
ば
、〔
書
一
〕
は
後
述
す
る
と
お
り
天
降
る
皇
孫
に

五
部
神
を
配
侍
す
る
が
、
二
神
を
そ
の
内
に
含
む
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。

一
方
の
〔
書
二
〕
は
、
第
七
段
〔
本
伝
〕
か
ら
二
神
を
組
み
合
わ

せ
た
「
相
与
致

其
祈
禱

」
を
ひ
き
継
ぐ
。
当
然
、〔
書
一
〕
の
呪

術
と
は
対
照
的
に
、
む
し
ろ
祭
祀
色
が
強
い
。
皇
孫
の
天
降
り
以
前

は
、
構
成
上
、
高
皇
産
霊
尊
を
中
心
と
し
た
前
半
と
天
照
大
神
を
主

体
と
す
る
後
半
と
の
二
つ
に
大
き
く
分
か
れ
る
が
、
そ
の
前
半
に
二

神
を
次
の
よ
う
に
つ
た
え
る
。

高
皇
産
霊
尊
因
勅
曰
「
吾
則
起

樹
天
津
神
籬
及
天
津
磐
境
、

当

為

吾
孫

奉

斎
矣
。
汝
天
児
屋
命
・
太
玉
命
、
宜

持

天

津
神
籬
、
降

於
葦
原
中
国
、
亦
為

吾
孫

奉

斎
。
乃
使

二

神
陪

従
天
忍
穗
耳
尊

以
降

之
。

天
上
に
斎
場
を
設
え
て
み
ず
か
ら
奉
仕
す
る
と
い
う
「
為

吾
孫

奉

斎
」
を
高
皇
産
霊
尊
が
率
先
し
て
示
し
た
上
で
、
二
神
を
地
上
に
降

ろ
し
て
同
じ
よ
う
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
命
じ
る
。
天
忍
穗
耳
尊
に
陪

従
さ
せ
る
こ
と
す
ら
、
い
わ
ば
そ
の
奉
仕
を
実
現
さ
せ
る
手
段
と
化

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
「
為

吾
孫

奉

斎
」
と
い
う
限
り
は
、

先
行
す
る
〔
本
伝
〕
の
冒
頭
に
「
天
照
大
神
之
子
、
正
哉
吾
勝
勝
速

日
天
忍
穗
耳
尊
娶

高
皇
産
霊
尊
之
女
、

幡
千
千
姫
、
生

天
津
彦

彦
火
瓊
瓊
杵
尊
。」
と
い
う
高
皇
産
霊
尊
に
と
っ
て
外
孫
に
当
た
る

皇
孫
の
誕
生
を
承
け
、
そ
の
関
係
が
必
然
的
に
導
く
「
故
、
皇
祖
高

皇
産
霊
尊
特
鍾

憐
愛

以
崇
養
焉
。
遂
欲

立

皇
孫
天
津
彦
彦
火
瓊

瓊
杵
尊

以
為

葦
原
中
国
之
主
。」
と
い
う
こ
の
皇
孫
を
葦
原
中
国

の
主
に
立
て
よ
う
と
す
る
高
皇
産
霊
尊
の
意
向
に
暗
に
つ
な
が
る
。

も
ち
ろ
ん
、
伝
承
が
違
え
ば
天
降
る
当
人
も
違
う
。
し
か
し
右
に

引
用
し
た
一
節
の
直
後
、
す
な
わ
ち
後
半
で
は
、
さ
な
が
ら
高
皇
産

霊
尊
の
意
向
に
添
う
か
の
よ
う
に
次
の
よ
う
に
展
開
す
る
。

（
天
降
る
天
忍
穗
耳
尊
に
対
し
て
天
照
大
神
が
万
端
支
度
し
た

後
）、
則
以

高
皇
産
霊
尊
之
女
、
号
万
幡
姫

配

天
忍
穗
耳
尊
、

為

妃
降
之
。
故
、
時
居

於
虚
天

而
生

児
、
号
天
津
彦
火
瓊

瓊
杵
尊
。
因
欲

以

此
皇
孫

代

親
而
降
。

天
降
る
直
前
に
そ
の
当
人
が
交
替
す
る
と
い
う
筋
立
は
、〔
書
一
〕

が
ま
ず
「
時
有

奏
曰
、
欲

以

此
皇
孫

代
降
。」
と
つ
た
え
る
と

お
り
天
照
系
に
固
有
の
も
の
で
あ
り
、
後
半
が
天
照
系
に
転
換
し
た

証
左
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
右
に
引
用
し
た
一
節
の
直
後
に
「
故
、

以

天
児
屋
命
・
太
玉
命
及
諸
部
神
等
、
悉
皆
相
授
。
且
服
御
之
物
、

一
依

前
授
」
と
つ
た
え
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
前
半
の
二
神
の
組
み

合
わ
せ
を
直
接
ひ
き
継
ぐ
一
方
、〔
書
一
〕
に
「
又
以

中
臣
上
祖
天

児
屋
命
・
忌
部
上
祖
太
玉
命
・

女
上
祖
天

女
命
・
鏡
作
上
祖
石

凝
姥
命
・
玉
作
上
祖
玉
屋
命
、
凡
五
部
神
、
使

配
侍

焉
。」
と
い

う
五
部
神
の
、
二
神
以
外
の
他
三
部
神
を
「
諸
部
神
」
と
し
て
一
括

す
る
こ
と
じ
た
い
、〔
書
一
〕
の
五
部
神
を
引
き
継
ぐ
と
い
う
大
枠

の
な
か
で
、
逆
に
、
二
神
だ
け
を
特
に
取
り
出
し
て
い
る
こ
と
だ
か

ら
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
の
強
い
つ
な
が
り
を
如
実
に
も
の
が
た
る
。
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前
述
（
126
頁
）
の
と
お
り
第
七
段
の
石
窟
神
事
を
め
ぐ
る
二
神
の
組

み
合
わ
せ
を
つ
た
え
る
天
照
系
に
後
半
が
連
な
れ
ば
こ
そ
、
そ
の
つ

な
が
り
が
、
二
神
の
組
み
合
わ
せ
を
導
く
力
と
し
て
作
用
し
た
こ
と

も
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

後
半
が
前
半
に
つ
な
が
る
こ
の
展
開
の
上
で
は
、
二
神
の
組
み
合

わ
せ
が
前
半
の
そ
れ
に
連
続
す
る
こ
と
は
当
然
だ
と
し
て
も
、
前
半

に
あ
っ
て
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
の
内
実
は
、
第
七
段
の
石
窟
神
事
の

そ
れ
と
決
し
て
同
じ
で
は
な
い
。
実
は
、
大
己
貴
神
が
「
吾
将

退

治

幽
事

」
と
辞
去
し
た
あ
と
、
帰
順
し
て
天
に
昇
り
「
其
誠
款
之

意
」
を
述
べ
た
大
物
主
神
に
対
し
て
、
高
皇
産
霊
尊
は
女
を
配
し
妻

と
し
た
上
に
、「
乃
使

太
玉
命
以

弱
肩

被

太
手

而
代

御
手

以
祭

此
神

者
、
始
起

於
此

矣
」
と
太
玉
命
に
祭
祀
を
担
わ
せ
る
。

一
方
、
こ
の
直
後
に
「
且
天
児
屋
命
、
主

神
事

之
宗
源
者
也
。
故
、

以

太
占
之
卜
事

而
奉
仕

焉
」
と
、
こ
と
さ
ら
に
天
児
屋
命
を

「
主

神
事

之
宗
源
者
」
と
伝
え
る
。
こ
れ
以
前
に
天
児
屋
命
に
つ

い
て
単
独
に
つ
た
え
る
記
述
は
、
か
の
第
七
段
〔
書
三
〕
に
そ
の

「
広
厚
称
辞
祈
啓
」
を
日
神
に
「
未

有

若

此
言
之
麗
美
者

也
」

と
称
賛
さ
せ
、
さ
ら
に
素
戔
嗚
尊
に
解
除
を
科
し
た
際
に
「
其
解
除

之
太
諄
辞
」
を
諸
神
が
掌
ら
せ
た
伝
承
が
あ
る
だ
け
だ
か
ら
、
内
容

に
照
ら
し
て
も
、
そ
の
伝
え
は
こ
れ
を
承
け
る
。
太
玉
命
の
祭
祀
を

め
ぐ
る
表
現
が
「
辞
別
、
忌
部
能

弱
肩
爾

太
多
須
支
取
挂

持
由
麻

波
利
仕
奉
」（
延
喜
式
祝
詞
「
祈
年
祭
」）
と
い
う
忌
部
の
名
負
い
の

氏
と
し
て
の
職
掌
に
か
か
わ
る
よ
う
に
、
天
児
屋
命
の
伝
え
も
ま
た
、

名
負
い
の
中
臣
氏
の
職
掌
を
恐
ら
く
は
踏
ま
え
る
。

十
三
、〔
書
二
〕
の
後
半
、
そ
の
天
照
大
神
の
主
導
と
高

皇
産
霊
尊
の
関
与

二
神
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
掌
に
伴
う
違
い
を
み
せ
な
が
ら
、
こ
の
前

半
の
最
後
に
至
っ
て
一
対
に
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
の
も
、
後
半
の

展
開
を
導
く
契
機
と
し
て
そ
れ
を
位
置
づ
け
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
後
半
を
前
半
が
導
く
、
こ
の
構
成
の
上
で
は
、
二
神
の
組

み
合
わ
せ
も
、
当
然
、
前
半
を
ひ
き
継
ぐ
は
ず
だ
が
、
一
方
で
は
、

ひ
き
継
ぎ
に
伴
い
、
後
半
全
体
が
〔
書
一
〕
の
天
照
系
に
通
う
性
格

を
強
め
る
。
そ
の
関
係
上
、
前
述
の
と
お
り
同
じ
く
天
照
系
の
第
七

段
〔
本
伝
〕
の
つ
た
え
る
二
神
の
組
み
合
わ
せ
と
の
関
連
は
も
と
よ

り
、〔
書
一
〕
と
の
か
か
わ
り
に
も
改
め
て
目
を
向
け
る
必
要
が
あ

る
。
二
神
に
対
す
る
天
照
大
神
の
勅
を
、
後
半
は
次
の
よ
う
に
冒
頭

の
一
節
（
Ａ
）
の
直
後
に
置
く
。

（
前
半
に
続
く
）
是
時
、
天
照
大
神
手
持

宝
鏡
、
授

天
忍
穗

耳
尊

而
祝
之
曰
「
吾
児
、
視

此
宝
鏡
、
当

猶

視

吾
。
可

与
同

床
共

殿
以
為

斎
鏡
。」（
Ａ
）

復
勅

天
児
屋
命
・
太
玉
命

「
惟
爾
二
神
、
亦
同
侍

殿
内
、

善
為

防
護
。」（
Ｂ
）

又
勅
曰
「
以

吾
高
天
原
所

御
斎
庭
之
穂
、
亦
当

御

於
吾
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児
。」（
Ｃ
）

便
宜
、
段
落
分
け
を
施
し
て
い
る
が
、
全
体
の
構
成
や
（
Ａ
）
以
下

各
段
の
相
関
、
内
容
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
は
拙
著
（
435
頁
以
下
）

に
譲
り
、
こ
こ
で
は
特
に
（
Ｃ
）
を
採
り
あ
げ
る
。
こ
の
な
か
の

「
当

御

於
吾
児

」
を
、
従
来
た
と
え
ば
「
わ
が
子
に
下
そ
う
」

（
井
上
光
貞
監
訳
『
日
本
書
紀
上
』
145
頁
。
中
央
公
論
社
）、「
ま
た

我
が
御
子
に
授
け
よ
う
」（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
。
139
頁
）
な

ど
と
訳
す
と
お
り
天
照
大
神
の
行
為
と
み
な
し
て
き
た
け
れ
ど
も
、

拙
著
は
主
語
を
二
神
と
す
る
。
念
の
た
め
補
足
す
れ
ば
、
詩
経
（
小

雅
）
に
、
周
の
宣
王
の
北
伐
に
功
績
を
あ
げ
て
凱
旋
し
た
伊
吉

が

諸
友
に
酒
食
を
進
め
る
さ
ま
を
「
飲

御
諸
友
、

膾
鯉
（
焼
き

す
っ
ぽ
ん
と
鯉
の
さ
し
み
）」（
六
月
）
と
詠
み
、
ま
た
同
じ
宣
王
の

田
猟
に
よ
っ
て
獲
た
大
物
を
賓
客
の
諸
侯
に
ふ
る
ま
う
さ
ま
を
「
以

御

賓
客
、
且
以
酌

（
あ
ま
さ
け
）」（
吉
日
）
と
詠
む
な
ど
、

「
御
」
は
訓
の
「
す
す
む
」
に
当
た
り
、
そ
れ
を
二
神
に
命
じ
た
の

が
当
該
一
節
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

一
方
、
こ
れ
に
上
接
す
る
「
吾
高
天
原
所

御
斎
庭
之
穂
」
と
は
、

第
七
段
〔
本
伝
〕
に
「
天
照
大
神
以

天
狭
田
・
長
田

為

御
田

」

と
い
う
「
御
田
」
で
収
穫
し
、「
新
嘗
」
に
供
す
る
神
聖
な
稲
穂
を

指
す
。（
Ａ
）
に
、
天
照
大
神
が
「
視

此
宝
鏡
、
当

猶

視

吾
」

と
祝
し
て
授
け
た
「
斎
鏡
」
と
対
を
な
す
。
天
降
る
「
吾
児
」
に
思

い
を
遣
り
、「
宝
鏡
」
を
授
け
て
同
床
共
殿
の
「
斎
鏡
」
と
す
る
、

祭
る
こ
と
を
指
示
す
る
一
方
、
二
神
に
は
同
じ
殿
に
侍
し
て
防
護
す

る
こ
と
を
勅
し
た
上
で
、
こ
の
近
侍
に
そ
く
し
て
「
斎
庭
之
穂
」
を

「
我
児
」
に
進
め
る
こ
と
を
勅
し
た
の
が
、
く
だ
ん
の
（
Ｃ
）
の
一

節
で
あ
る
。
内
容
の
上
で
は
、
皇
極
天
皇
元
年
十
一
月
条
に
「
天
皇

御

新
嘗

」
と
い
う
天
皇
が
新
穀
を
召
す
新
嘗
に
通
じ
る
。
嘗
に
も

供
す
る
「
斎
庭
之
穂
」
を
「
我
児
」
に
進
め
る
こ
と
が
、
天
照
大
神

み
ず
か
ら
代
行
を
二
神
に
命
じ
た
内
実
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
通
常
の
食
事
な
ど
で
は
な
い
。（
Ｂ
）
に
い
う
「
善
為

防
護

」
も
、
だ
か
ら
武
器
な
ど
に
よ
る
兵
衛
た
ち
の
そ
れ
で
は
な

い
。
後
の
世
に
た
と
え
ば
「
延
喜
式
祝
詞
」
の
「
大
祓
詞
」
あ
る
い

は
「
遷
却
祟
神
」
な
ど
が
「
荒
振
る
神
等
」
と
い
う
災
い
を
な
す
鬼

神
を
主
な
対
象
と
す
る
で
あ
ろ
う
。（
Ａ
）
以
下
の
い
ず
れ
も
が
、

祭
祀
と
不
可
分
な
内
容
を
共
有
す
る
。
そ
れ
こ
そ
、
第
七
段
〔
本

伝
〕
の
つ
た
え
る
二
神
の
「
相
与
致

其
祈
禱

」
を
引
き
継
ぐ
。
第

七
段
〔
本
伝
〕
で
は
、
天
照
大
神
の
出
御
を
も
っ
ぱ
ら
天

女
命
の

功
に
帰
す
か
た
ち
を
と
り
、
そ
れ
だ
け
に
、
二
神
の
は
た
ら
き
は
影

が
薄
い
。
実
質
的
な
効
果
は
な
に
も
も
た
ら
し
て
は
い
な
い
の
だ
か

ら
、
む
し
ろ
そ
れ
を
織
り
込
ん
だ
上
で
二
神
登
場
の
場
を
こ
こ
と
見

定
め
、
そ
の
上
で
そ
の
か
た
ち
を
と
っ
た
と
み
る
の
が
筋
で
あ
る
。

そ
の
ね
ら
い
は
と
い
え
ば
、
第
九
段
〔
書
二
〕
の
く
だ
ん
の
二
神
へ

つ
な
ぐ
布
石
と
し
て
置
い
た
と
見
る
の
が
、
こ
れ
ま
た
自
然
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
布
石
を
踏
ま
え
て
第
九
段
〔
書
二
〕
が
新
し
く
展
開
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を
は
か
っ
た
そ
の
先
に
、
前
述
の
二
神
に
対
し
て
指
示
し
た
高
皇
産

霊
尊
の
「
為

皇
孫

奉

斎
」
は
位
置
す
る
。
こ
れ
に
、
天
降
る
天

忍
穂
耳
尊
へ
の
二
神
の
陪
従
が
続
く
。
一
連
の
こ
の
高
皇
産
霊
尊
の

指
示
が
、
一
転
し
て
こ
の
直
後
に
続
く
天
照
系
の
天
照
大
神
を
中
心

と
し
た
後
半
の
展
開
を
導
く
。（
Ａ
）
の
後
、
天
照
大
神
が
二
神
に

下
し
た
（
Ｂ
）（
Ｃ
）
の
勅
は
、
だ
か
ら
高
皇
産
霊
尊
の
指
示
を
前

提
と
す
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、（
Ｃ
）
の
直
後
に
「
則
」
を
介

し
て
続
く
「
以

高
皇
産
霊
尊
之
女
、
号
万
幡
姫

配

天
忍
穗
耳
尊
、

為

妃
降
之
。」
と
い
う
高
皇
産
霊
尊
の
女
を
わ
が
子
に
配
し
て
妃
と

し
て
天
降
ら
せ
る
こ
と
、
さ
ら
に
「
故
、
時
居

於
虚
天

而
生

児
、

号
天
津
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
。
因
欲

以

此
皇
孫

代

親
而
降

」
と
い

う
虚
天
に
誕
生
し
た
子
を
、
先
行
す
る
前
半
に
高
皇
産
霊
尊
の
称
し

た
皇
孫
と
い
う
関
係
に
こ
と
さ
ら
置
き
か
え
、
親
に
代
え
て
天
降
ら

せ
る
こ
と
な
ど
、
高
皇
産
霊
尊
の
存
在
を
強
く
意
識
し
た
一
連
の
措

置
を
、
天
照
大
神
は
講
じ
る
に
至
る
。
そ
し
て
直
後
に
は
、「
故
、

以

天
児
屋
命
・
太
玉
命
及
諸
部
神
等
、
悉
皆
相
授
。
且
服
御
之
物
、

一
依
前
授
」
と
い
う
天
降
る
皇
孫
に
授
け
る
五
部
神
に
つ
い
て
、
二

神
だ
け
を
そ
こ
に
特
化
す
る
。
そ
の
五
部
神
の
名
を
逐
一
挙
げ
た

〔
書
一
〕
に
対
し
て
、
基
本
を
踏
襲
す
る
一
方
、
皇
孫
へ
の
特
別
な

は
か
ら
い
を
施
す
前
半
の
展
開
に
そ
く
し
て
そ
の
か
た
ち
を
と
っ
た

は
ず
で
あ
る
。

天
照
大
神
が
皇
孫
の
天
降
り
を
単
独
で
し
き
っ
た
展
開
と
は
、
こ

う
し
て
大
き
く
様
相
を
異
に
す
る
。
内
容
に
か
か
わ
る
違
い
も
ま
た

小
さ
く
は
な
い
け
れ
ど
、
そ
の
こ
と
以
上
に
重
要
な
の
が
、
前
述
の

と
お
り
（
Ａ
）
以
下
の
新
た
な
展
開
を
は
か
り
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を

含
め
〔
書
一
〕
の
基
本
、
す
な
わ
ち
皇
孫
の
天
降
り
を
天
照
大
神
が

主
導
す
る
か
た
ち
に
は
い
さ
さ
か
も
変
更
を
生
じ
て
は
い
な
い
点
で

あ
る
。
高
皇
産
霊
尊
の
関
与
を
、
そ
れ
こ
そ
新
た
な
展
開
に
そ
く
し

て
新
増
さ
せ
て
も
、
あ
く
ま
で
そ
れ
は
副
次
的
な
程
度
に
と
ど
ま
る
。

あ
る
い
は
天
照
大
神
の
主
導
を
支
え
る
補
助
に
す
ぎ
な
い
。

遡
れ
ば
、
皇
孫
の
降
臨
を
め
ぐ
っ
て
、〔
本
伝
〕
は
高
皇
産
霊
尊

が
そ
れ
を
主
導
し
、
一
方
の
〔
書
一
〕
は
天
照
大
神
が
主
導
す
る
か

た
ち
を
と
り
、
た
が
い
に
交
渉
を
も
た
な
い
ま
ま
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に

展
開
す
る
。〔
書
二
〕
は
、
基
本
的
に
は
こ
の
独
自
を
引
き
継
ぎ
、

前
述
の
と
お
り
前
半
と
後
半
と
を
切
り
分
け
て
右
の
か
た
ち
を
と
っ

た
は
ず
だ
か
ら
、
当
の
高
皇
産
霊
尊
と
天
照
大
神
と
の
関
係
を
そ
こ

に
反
映
し
て
い
る
こ
と
も
疑
い
を
容
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ

れ
の
主
導
に
よ
っ
て
展
開
す
る
〔
本
伝
〕
と
〔
書
一
〕
と
の
関
係
が

そ
れ
に
伴
う
。
こ
の
関
係
は
、
高
皇
産
霊
尊
の
は
か
ら
い
に
よ
る
と

は
い
え
、
も
と
よ
り
天
照
大
神
と
の
切
り
分
け
を
前
提
と
し
て
い
る

以
上
、
天
照
大
神
に
対
す
る
直
接
的
な
は
た
ら
き
か
け
を
一
切
含
ま

な
い
。
こ
の
構
造
上
の
不
足
を
補
う
役
割
を
、
ま
さ
に
二
神
に
託
し

た
と
い
う
の
が
内
実
で
あ
る
。
二
神
じ
た
い
に
固
有
の
役
割
以
上
に
、

〔
書
二
〕
と
い
う
一
書
の
成
立
に
と
っ
て
そ
れ
が
大
き
な
意
味
を
も
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つ
。

十
四
、
第
七
段
か
ら
第
九
段
へ
、
二
神
を
中
心
と
し
た
所

伝
間
の
展
開

も
は
や
そ
れ
に
つ
い
て
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
一
端
を
示
せ

ば
、〔
書
二
〕
が
大
己
貴
神
の
国
譲
り
を
め
ぐ
っ
て
独
自
に
つ
た
え

る
高
皇
産
霊
尊
の
「
夫
汝
所

治
顕
露
之
事
、
宜

是
吾
孫
治

之
」

と
い
う
勅
と
こ
れ
に
応
じ
た
大
己
貴
神
の
「
吾
所

治
顕
露
事
者
、

皇
孫
当

治
。
吾
将

退

治
幽
事

」
と
の
対
応
な
ど
も
、
い
ず
れ
天

降
る
皇
孫
の
た
め
に
講
じ
た
措
置
と
し
て
、
そ
の
後
に
展
開
す
る
前

述
（
132
頁
上
段
）
の
前
半
に
分
か
ち
が
た
く
つ
な
が
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
〔
書
二
〕
全
体
の
成
り
た
ち
に
も
、
二
神
の
役
割
は
及

ぶ
。
こ
の
二
神
を
、〔
書
一
〕
と
は
別
に
、
前
述
の
と
お
り
第
七
段

〔
本
伝
〕
か
ら
ひ
き
継
ぐ
に
当
た
っ
て
は
、
第
九
段
〔
書
二
〕
の
成

り
た
ち
に
必
然
的
に
伴
う
当
該
二
神
の
役
割
も
織
り
込
ん
で
い
た
は

ず
で
あ
る
。
石
窟
に
幽
居
す
る
天
照
大
神
の
出
御
を
請
う
「
相
与
致

祈
禱

」
と
い
う
二
神
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
高
皇
産
霊
尊
の
主
導
す
る

前
半
を
、
こ
の
二
神
を
媒
介
に
天
照
大
神
の
主
導
す
る
後
半
に
つ
な

ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
点
、
後
半
は
こ
の
二
神
を
介
し
て
第
七
段

〔
本
伝
〕
と
の
つ
な
が
り
を
強
く
た
も
つ
。
そ
れ
だ
け
、
石
窟
神
事

と
の
つ
な
が
り
も
、
第
九
段
の
主
題
と
す
る
皇
孫
の
天
降
り
を
め
ぐ

っ
て
は
、〔
書
一
〕
に
劣
ら
ず
強
い
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
〔
書
一
〕
が
皇
孫
の
天
降
り
に
際
し
て
天
照
大
神
の
賜
与
し
た
と

つ
た
え
る
「
三
種
宝
物
」
の
一
つ
「
八
坂
瓊
曲
玉
」
も
、
石
窟
神
事

に
お
い
て
二
神
が
「
天
香
山
之
五
百
箇
真
坂
樹
」
に
掛
け
た
三
種
の

祭
具
の
一
つ
「
八
坂
瓊
之
五
百
箇
御
統
」
と
は
別
物
だ
か
ら
、
同
じ

天
照
系
に
立
つ
と
は
い
え
、
む
し
ろ
違
い
が
目
立
つ
。

こ
の
〔
書
一
〕
が
一
括
し
て
五
部
神
に
含
め
る
二
神
を
対つい
的
に
組

み
合
わ
せ
て
特
立
す
る
〔
書
二
〕
が
、
皇
孫
の
天
降
り
を
め
ぐ
っ
て

よ
り
明
確
に
石
窟
神
事
を
ひ
き
継
ぐ
事
実
は
、
極
め
て
示
唆
に
富
む
。

さ
き
に
指
摘
し
た
と
お
り
石
窟
神
事
を
め
ぐ
っ
て
、
第
七
段
は
〔
本

伝
〕
と
〔
書
三
〕
と
を
対
応
さ
せ
、〔
書
三
〕
の
つ
た
え
る
二
神
の

関
係
、
す
な
わ
ち
天
児
屋
命
が
太
玉
命
に
祭
具
を
執
り
も
た
せ
て

「
広
厚
称
辞
祈
啓
」
と
い
う
主
副
に
当
た
る
関
係
を
、
第
九
段
〔
書

二
〕
の
前
半
が
ひ
き
継
ぐ
こ
と
が
一
つ
、
さ
ら
に
ま
た
右
に
述
べ
た

皇
孫
の
天
降
り
に
天
照
大
神
が
賜
う
宝
物
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の

「
八
坂
瓊
曲
玉
」
が
第
七
段
〔
本
伝
〕
の
「
八
坂
瓊
之
五
百
箇
御

統
」
と
異
な
る
一
方
、〔
書
三
〕
の
「
八
坂
瓊
之
曲
玉
」
と
一
致
す

る
こ
と
が
も
う
一
つ
、
前
者
の
ひ
き
継
ぎ
の
事
実
が
、
後
者
の
一
致

す
る
事
実
と
連
動
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
か
ら
で
あ
る
。

詰
め
の
作
業
を
な
お
残
す
と
は
い
え
、
そ
の
連
動
す
る
事
実
は
、

第
七
段
か
ら
の
展
開
に
ま
さ
に
〔
書
三
〕
が
大
き
く
か
か
わ
る
こ
と

を
如
実
に
示
す
。
一
連
の
二
神
を
中
心
と
し
た
展
開
を
ま
と
め
れ
ば
、

お
よ
そ
左
の
よ
う
に
図
に
落
と
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
こ
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の
図
の
つ
な
が
り
上
、
第
九
段
〔
書
一
〕
の
「
五
部
神
」
と
、〔
書

二
〕
後
半
の
「
二
神
及
諸
部
神
」
に
つ
い
て
は
、
前
者
が
第
七
段

〔
本
伝
〕
の
「
二
神
」、
後
者
が
同
じ
く
「
天

女
」
を
そ
れ
ぞ
れ

そ
の
一
部
に
含
む
だ
け
の
、
直
接
的
な
承
接
関
係
に
は
な
い
点
を
考

慮
し
、
点
線
で
つ
な
い
で
い
る
。

こ
の
図
解
上
に
注
目
す
べ
き
は
、
ま
ず
第
七
段
〔
本
伝
〕
を
第
九
段

の
一
書
が
ひ
き
継
ぐ
点
で
あ
る
。
対
照
的
に
、
天
照
大
神
の
石
窟
か

ら
の
出
御
に
関
連
す
る
伝
承
の
柱
一
切
を
、
高
皇
産
霊
尊
の
主
導
を

も
と
に
展
開
す
る
〔
本
伝
〕
が
切
り
捨
て
て
い
る
こ
と
と
そ
れ
は
表

裏
す
る
。
天
照
系
の
〔
書
一
〕
と
は
、
そ
れ
だ
け
断
絶
が
深
い
。
こ

の
両
者
を
つ
な
ぐ
の
が
〔
書
二
〕
で
あ
る
。
そ
の
つ
な
ぐ
役
割
を
、

二
神
に
託
し
て
い
る
。
し
か
も
第
七
段
の
天
照
、
日
神
の
両
系
を
こ

の
二
神
が
つ
な
い
で
も
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
つ
な
ぎ
の
上
で
は
、
太
線
で
示
し
た
と
お
り
第
七
段

〔
書
三
〕
の
二
神
が
先
行
し
、
同
〔
本
伝
〕
の
二
神
を
導
き
出
す
か

た
ち
を
と
る
。
こ
の
二
神
が
、
第
九
段
に
至
っ
て
、〔
書
二
〕
で
は
、

前
半
を
後
半
に
つ
な
ぎ
、
そ
の
後
半
の
展
開
に
大
き
く
参
与
す
る
。

こ
の
な
か
で
、
皇
孫
の
天
降
り
を
め
ぐ
っ
て
高
皇
産
霊
尊
が
天
照
大

神
を
支
え
る
関
係
が
実
質
化
す
る
。
し
か
も
、
こ
の
関
係
を
明
示
的

に
表
さ
な
い
だ
け
に
、
逆
に
、
そ
れ
が
〔
本
伝
〕
と
〔
書
一
〕
と
の

そ
れ
に
重
な
り
、
こ
の
両
者
の
関
係
を
示
唆
す
る
も
の
と
も
な
る
。

こ
う
し
て
二
神
を
挺
子
に
、
皇
孫
の
天
降
り
に
収
斂
す
る
各
段
お

よ
び
そ
の
段
内
の
展
開
を
は
か
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
。

二
神
の
そ
の
究
極
が
、
第
七
段
〔
書
三
〕
の
二
神
、
な
か
ん
ず
く
天
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香
山
の
真
坂
樹
の
枝
に
八
咫
鏡
な
ど
の
祭
具
を
掛
け
、「（
そ
れ
を
）

使

忌
部
遠
祖
、
太
玉
命
執
取

而
広
厚
称
辞
祈
啓
焉
」
と
つ
た
え
る

天
児
屋
命
と
、
こ
の
祭
具
を
執
り
も
つ
太
玉
命
で
あ
る
。
二
神
を
組

み
合
わ
せ
て
は
い
る
も
の
の
、
天
児
屋
命
こ
そ
こ
の
神
事
を
中
心
的

に
担
い
、
げ
ん
に
石
窟
に
幽
居
す
る
天
照
大
神
が
そ
の
称
辞
の
祈
啓

を
「
未

有

若

此
言
之
麗
美
者

也
」
と
絶
賛
す
る
。
こ
の
あ
と
の

素
戔
嗚
尊
の
解
除
で
も
、
天
児
屋
命
が
「
解
除
之
太
諄
辞
」
を
掌
る

と
お
り
、〔
書
三
〕
の
神
事
、
祭
祀
は
ま
さ
に
天
児
屋
命
の
独
壇
場

で
あ
る
。
こ
れ
を
、
第
九
段
〔
書
二
〕
が
高
皇
産
霊
尊
の
主
導
に
よ

り
ひ
き
継
ぐ
か
た
ち
を
と
り
、
第
七
段
〔
本
伝
〕
か
ら
ひ
き
継
ぐ
二

神
に
結
び
つ
け
る
。
高
皇
産
霊
尊
の
主
導
を
経
る
こ
と
に
よ
り
、
天

照
大
神
の
主
導
す
る
皇
孫
の
天
降
り
と
そ
の
後
の
指
示
に
、
二
神
は

大
き
く
参
与
す
る
に
至
る
。

十
五
、
即
位
儀
礼
に
神
代
紀
を
つ
な
ぐ
中
臣
大
嶋

前
節
の
図
に
太
線
で
示
し
た
展
開
の
、
こ
れ
が
大
き
な
流
れ
で
あ

る
。
先
行
す
る
〔
本
伝
〕
以
下
の
つ
た
え
る
皇
孫
の
天
降
り
を
め
ぐ

る
展
開
を
、
こ
こ
に
収
斂
さ
せ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

も
と
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
高
皇
産
霊
尊
の
「
欲

立

皇
孫
天
津
彦
彦
火

瓊
瓊
杵
尊

以
爲

葦
原
中
国
之
主

」〔
本
伝
〕、
天
照
大
神
の
皇
孫

に
勅
し
た
「
葦
原
千
五
百
秋
之
瑞
穗
国
、
是
吾
子
孫
可

王
之
地
也
。

宜

爾
皇
孫
就
而
治

焉
」〔
書
一
〕
と
い
う
各
意
向
に
よ
る
「
主

（
王
）」
の
誕
生
と
そ
の
統
治
の
実
現
を
、
ま
さ
に
そ
の
展
開
が
導

く
。
第
七
段
〔
書
三
〕
に
そ
れ
が
淵
源
す
る
こ
と
を
偶
然
と
み
な
す

余
地
は
、
恐
ら
く
皆
無
で
あ
る
。
天
児
屋
命
に
、
独
壇
場
と
も
い
う

べ
き
地
位
を
そ
こ
に
与
え
て
い
る
。

翻
っ
て
、
天
皇
の
即
位
儀
礼
に
主
要
な
役
割
を
果
た
す
の
が
、
前

述
の
と
お
り
そ
の
天
児
屋
命
を
遠
祖
と
す
る
中
臣
大
嶋
で
あ
る
。
大

嶋
は
、
ま
た
「
帝
紀
及
上
古
諸
事
」
の
記
定
に
げ
ん
に
筆
を
執
っ
て

も
い
る
。
一
方
、
即
位
儀
礼
の
な
か
に
「
中
臣
奏

天
神
寿
詞

」

（
神
祇
令
践
祚
条
）
と
規
定
す
る
「
天
神
寿
詞
」
を
、『
令
義
解
』

が
注
に
「
神
代
之
古
事
」
と
み
な
す
。「
帝
紀
及
上
古
諸
事
」
の
執

筆
と
、
こ
の
「
神
代
之
古
事
」
の
奏
上
と
二
つ
な
が
ら
、
中
臣
大
嶋

が
一
身
に
担
う
。

さ
き
（
121
頁
）
に
揚
げ
た
課
題
に
解
答
を
与
え
る
と
す
れ
ば
、
天

皇
を
誕
生
さ
せ
る
即
位
儀
礼
を
根
拠
づ
け
る
べ
く
「
主
（
王
）」
の

誕
生
と
そ
の
統
治
を
導
く
展
開
を
は
か
っ
た
、
そ
れ
が
神
代
紀
で
あ

り
、
中
臣
大
嶋
こ
そ
が
そ
の
執
筆
を
担
う
一
人
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
こ
の
大
筋
は
動
か
な
い
。
そ
し
て
こ
の
基
本
、
基
礎
に
立

ち
、
改
め
て
即
位
儀
礼
と
神
代
紀
と
の
関
連
を
詳
細
に
詰
め
る
作
業

の
な
か
に
、
そ
の
大
嶋
の
は
た
し
た
〞
し
ご
と
〝
の
内
容
も
、
今
後

い
っ
そ
う
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
前
掲
（
122
頁
）
の
先
学
各

氏
の
所
説
と
は
、
な
に
よ
り
も
古
事
記
に
そ
れ
が
基
づ
い
て
は
い
な

い
と
い
う
そ
も
そ
も
の
立
脚
点
を
異
に
す
る
。
古
事
記
か
ら
は
、
大
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嶋
の
〞
し
ご
と
〝
は
恐
ら
く
見
え
な
い
。

大
嶋
の
〞
し
ご
と
〝
こ
そ
、
即
位
儀
礼
に
神
代
紀
を
結
び
つ
け
る
。

そ
の
結
び
つ
き
の
詳
細
を
、
即
位
や
大
嘗
の
実
態
に
そ
く
し
て
解
明

す
る
作
業
が
一
つ
、
ま
た
一
方
、
そ
の
作
業
に
取
り
組
む
前
提
と
し

て
も
、
第
九
段
〔
書
二
〕
は
も
と
よ
り
、
あ
の
第
七
段
〔
書
三
〕
を

基
点
に
し
た
素
戔
嗚
尊
を
め
ぐ
る
第
八
段
へ
の
展
開
（
拙
著
295
頁
）

や
そ
の
子
の
大
己
貴
神
を
中
心
と
し
た
〔
書
六
〕
か
ら
第
九
段
へ
の

高
皇
産
霊
尊
に
関
連
し
た
展
開
な
ど
を
め
ぐ
る
詰
め
の
作
業
が
、
も

う
一
つ
課
題
と
な
る
。
本
稿
は
、
そ
の
取
り
組
み
に
向
け
た
さ
さ
や

か
な
布
石
で
も
あ
る
。

注１
）

神
祇
令
（
浄
御
原
令
）
と
持
統
天
皇
即
位
儀
礼
（
即
位
）
と
の
関
連

に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
る
。
小
稿
と
は
逆
に
即
位
儀
礼
が

最
初
、
神
祇
令
（
た
ぶ
ん
大
宝
令
）
の
当
該
条
文
を
「
そ
れ
を
成
文
化

し
た
も
の
」
と
み
る
の
が
、
土
橋
寛
氏
『
日
本
古
代
の
呪
禱
と
説
話
』

（
土
橋
寛
論
文
集
下
。
そ
の
「
五

中
臣
寿
詞
と
持
統
朝
」
360
頁
。
平

成
元
年
十
月
。
塙
書
房
）
で
あ
る
。「
何
故
な
ら
右
の
『
天
神
之
寿
詞
』

と
『
台
記
』
本
の
『
天
神
乃
寿
詞
』
は
、（
中
略
）
同
一
の
も
の
と
み

る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
そ
の
理
由
を
説
く
。

２
）

石
野
氏
が
無
条
件
に
委
ね
る
「
岡
田
氏
の
指
摘
」
は
評
価
が
高
い
。

溝
口
睦
子
氏
「
三

神
祇
令
と
即
位
儀
礼
」（
黛
弘
道
編
『
古
代
王
権

と
祭
儀
』
274
頁
。
平
成
二
年
十
一
月
。
吉
川
弘
文
館
）
も
そ
れ
を
「
天

孫
降
臨
神
話
を
即
位
礼
の
祭
儀
神
話
と
す
る
説
」
と
捉
え
「
こ
の
岡
田

説
に
賛
同
す
る
。」
と
述
べ
る
。
一
方
、
水
林
彪
氏
『
記
紀
神
話
と
王

権
の
祭
り
』（
そ
の
本
論
第
三
章
第
四
節
二
「
大
嘗
祭

そ
の
一
」

の
「
３

神
祇
令
祭
祀
の
祭
儀
神
話
と
し
て
の
『
古
事
記
』」
210
頁
。

一
九
九
一
年
十
月
。
岩
波
書
店
）
は
、
日
子
穂
々
手
見
命
が
海
神
宮
を

訪
れ
た
時
の
様
子
を
描
写
し
た
一
節
を
「
大
嘗
祭
の
祭
儀
神
話
な
の
で

あ
っ
た
。」
と
説
く
。「
海
宮
の
調
度
や
儀
式
と
の
間
」
の
「
対
応
関

係
」
の
例
を
五
項
目
挙
げ
る
。
そ
の
な
か
に
「
聖
婚
儀
礼

穂
々
手

見
命
と
豊
玉

売
の
聖
婚
」
も
あ
る
が
、
私
に
は
肯
い
が
た
い
。

３
）

松
倉
文
比
古
氏
「『
古
事
記
・
日
本
書
紀
』
に
描
か
れ
た
中
臣
氏
」

『
日
本
書
紀
研
究
』
第
二
十
五
冊
。
211
頁
。
塙
書
房
）は
、
当
該
第
七

段
〔
書
三
〕
の
天
児
屋
命
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
「
忌
部
氏
と
比
し

て
中
臣

藤
原
）氏
の
家
職

職
掌
）で
の
優
位
性
を
主
張
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
う
し
た
記
述
の
背
後
に
、
中
臣

藤
原
）氏

の
意
向
と
い
う
も
の
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。」
と
説
く

一
方
、「
祭
祀
儀
礼

神
事
）の
場
で
忌
部
氏
を
乗
り
越
え
る
立
場
を
充

分
に
確
保
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
と
理
解
で
き
る
。」
と
指
摘

し
て
も
い
る
。
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